


例　　言

一、　本書は中津市教育委員会が平成 16年度、17年度、18年度、19年度、20年度、21年度に実施

した諸田遺跡、諸田南遺跡の発掘調査報告書である。

一、　調査は県営農村振興総合整備事業にともなうもので、大分県北部振興局の依頼を受け実施した。

一、　発掘調査は花崎徹、服部真和が担当した。

一、　現場の遺構実測は平成 18年度、花崎、服部、浦井直幸、黒川みゆき、掛布玲子が、平成 19年

度は花崎、服部、平田由美、高瀬真矢、水本章江、東真由美、塩谷ゆみ子、高橋ちあき、相良美佐、

宮田ゆみ子、東みどり、東海アナース株式会社が、平成 20年度は花崎、服部、有限会社九州文

化財リサーチが、平成 21年度は花崎、服部、株式会社九州文化財総合研究所がおこなった。

一、　現場の写真撮影は花崎、服部、長谷川雅美がおこなった。

一、　空中写真撮影は九州航空株式会社がおこなった。

一、　出土遺物の実測、トレース、写真撮影は平成 18年度、女郎屋敷地区、二反田地区を雅企画有限

会社が、平成 19年度、戸入道地区を九州文化財リサーチが、古池地区を埋蔵文化財サポートシ

ステム大分支店が、平成 20年度、南方地区、寺野地区、平成 21年度、池ノ上地区、市夜原地

区を雅企画有限会社がおこなった。

一、　本文中の竪穴住居 SH、掘立柱建物 SB、土坑 SK、溝 SD、柵列 SA、道 SF、墓 ST、ピット

PIT、不明 SXで表記した。

一、　遺構図の赤は被熱、焼土、青は炭化物、緑は白色粘土を表記した。

一、　本書の執筆は第 1章～２章、４章を花崎が３章をパリノサーベイがおこなった。

一、　調査期間中、多くの方にご教授をいただいた。以下敬称略。奈良文化財研究所、山中敏文、別府

大学教授、後藤宗俊、岡山理科大学教授、亀田修一、大分県教育庁文化課、村上久和、後藤一重、

小柳和宏、田中裕介、大分市、坪根伸也、五十川雄也、長直信、財団法人北九州埋蔵文化財センター、

佐藤浩司、記して感謝申し上げます。



調査体制

一、　調査団の構成は下記のとおりである。

一、　調査主体、中津市教育委員会

平成 16年度

調査責任者、	 影木　莊一郎	 中津市教育委員会　教育長　

	 尾畑　豊彦	 中津市教育委員会　市民文化センター課　館長

	 	 ～平成 17年 2月 28日

調査事務、	 國分　重喜	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 	 平成 17年 3月 1日～

	 田中　布由彦	 中津市教育委員会　市民文化センター課　文化財係長

	 	 ～平成 16年 12月 31日

	 保科　　眞	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係長

	 	 平成 17年 1月 1日～

	 富田　修司	 中津市教育委員会　市民文化センター課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　市民文化センター課　文化財係

平成 17年度

調査責任者、	 影木　莊一郎	 中津市教育委員会　教育長　

調査事務、	 國分　重喜	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 保科　　眞	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係長

	 富田　修司	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

平成 18年度

調査責任者、	 影木　莊一郎	 中津市教育委員会　教育長　平成 18年 4月 1日～　

	 北山　一彦	 中津市教育委員会　教育長　平成 18年

調査事務、　	 國分　重喜	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 保科　　眞	 中津市教育委員会　文化振興課文化財係長

	 富田　修司	 中津市教育委員会　文化振興課

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

	 浦井　直幸	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

	 服部　真和	 中津市教育委員会　文化振興課　嘱託



平成 19年度

調査責任者、	 北山　一彦	 中津市教育委員会　教育長　

調査事務、	 國分　重喜	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 保科　　眞	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係長

	 富田　修司	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

	 服部　真和	 中津市教育委員会　文化振興課　嘱託

平成 20年度

調査責任者、	 北山　一彦	 中津市教育委員会　教育長

調査事務、	 荒川　節幸	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 保科　　眞	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財参事

	 平田　由美	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

	 服部　真和	 中津市教育委員会　文化振興課　嘱託

平成 21年度

調査責任者、	 北山　一彦	 中津市教育委員会　教育長

調査事務、	 荒川　節幸	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 酒井　英二	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財参事

	 平田　由美	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

	 服部　真和	 中津市教育委員会　文化振興課　嘱託

平成 22年度

調査責任者、	 北山　一彦	 中津市教育委員会　教育長

調査事務、　	 尾家　勝彦	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 田中布由彦	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係長

	 平田　由美	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

	 岸田　裕一	 中津市教育委員会　文化振興課　嘱託

平成 23年度

調査責任者、	 北山　一彦	 中津市教育委員会　教育長

調査事務、	 藤原　義郎	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 平田　由美	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係



平成 24年度

調査責任者、	 廣　畑　功	 中津市教育委員会　教育長

	 藤原　義郎	 中津市教育委員会　文化振興課長

	 平田　由美	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化振興課　文化財係

平成 25年度

調査責任者、	 廣　畑　功	 中津市教育委員会　教育長

	 川西　州作	 中津市教育委員会　文化財課長

	 平田　由美	 中津市教育委員会　文化財課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化財課　文化財係

平成 26年度

調査責任者、	 廣　畑　功	 中津市教育委員会　教育長

	 今津　時夫	 中津市教育委員会　文化財課長

	 河野さくら	 中津市教育委員会　文化財課　文化財係

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化財課　文化財係

平成 27年度

調査責任者、	 廣　畑　功	 中津市教育委員会　教育長

	 平原　　潤	 中津市教育委員会　文化財課長

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化財課　文化財係

平成 28年度

調査責任者、	 廣　畑　功	 中津市教育委員会　教育長

	 高崎　章子	 中津市教育委員会　文化財室長

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化財室　文化財主幹

平成 29年度

調査責任者、	 廣　畑　功	 中津市教育委員会　教育長

	 高崎　章子	 中津市教育委員会　文化財室長

調査担当、	 花崎　　徹	 中津市教育委員会　文化財室　文化財主幹



発掘作業、整理作業は下記のみなさんの協力による。（順不同）

今永キク子、植山京子、植山ヨシカ、植山加奈江、江口義興、大塚昇一、岡田由美恵、小畑京子、掛布玲子、

片桐千鶴、辛島雅美、黒川洋美、黒川みゆき、角美枝子、寺本紀一、寺本利子、徳永賀子、長岡早苗、

中西哲夫、楢山美智子、西尾ミエ子、西本幸子、新田秀勝、橋田初美、橋内ヒロコ、福永美佐子、

藤井道子、松下純子、松本勲、松本貞子、宮久君子、若木和美、渡辺和雄、巣野典子、中野重支、

広津トシ子、山懸信夫、田原文子、石塔美代子、中村香代子、瀬口礼子、阿部恵子、川口政代、森山勝城、

渡邊啓次、中川英喜、中野シゲノ、前田千恵子、上永紀代子、清城玉美、神一子、羽立加代、羽立由利子、

羽立国廣、岩本慶子、田城芳美、岸原一巳、松吉修一、高瀬真矢、水本章江、東真由美、塩谷ゆみ子、

高橋ちあき、相良美佐、宮田ゆみ子、東みどり、宮田喜澄、井上一行、田島律子、西村威、田辺さつき、

小池淳司、田中政恵、岩崎弘子、土橋厚子、佐藤幸美、乙咩里美、高野ツギ子、小野のり子、門脇和恵、

武吉久美子、小野知恵、金丸孝子、浅田くるみ、粟田真弥、吉上かおり
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第１章　地理と歴史的環境

地理的環境

　中津市は大分県の北東部に位置する。平成 17年 3月に 1市３町１村の合併で、人口約８万５千人、

市域面積 490k㎡を有し、8割弱が山林である。北は周防灘に面し、南は日田市、東は宇佐市、西は山

国川を挟み福岡県上毛町に接する。市内では近年、大手自動車会社工場進出にともない急激に開発が

進んでいる。諸田遺跡や諸田南遺跡内でも中津日田高規格道路が建設され景観は著しく変化している。

諸田遺跡、諸田南遺跡は中津市の北東部、標高約 12.5mの丘陵上に位置する。丘陵は豊前海に向かっ

て舌状に延び、東西に谷状の地形が入り込む。谷状地形の南先端部には溜池が形成される。諸田地区

の水田は 1693 年に小笠原によって完成された荒瀬井路により急激に開墾が進んだものと推測される。

しかし水路は完全に通水してなく、現在でも田越しに水を入れ水田を営む光景がみられる。

歴史的環境

　旧石器時代の遺跡は断片的で多くを語る資料はない。才木遺跡、諸田南遺跡、大坪遺跡などで数点

出土している。

　縄文時代の遺跡は諸田遺跡、棒垣遺跡、入垣貝塚、植野貝塚などが挙げられる。棒垣遺跡は大分県

指定の史跡で縄文後期の集落跡が確認されている。入垣貝塚とセットとしてとらえられる。諸田遺跡

では陥穴が直線で等間隔に並び検出された。黒水遺跡で同様の例があり計画的な狩猟が推測される。

また近年山国町で土偶が出土し注目された。

　弥生時代の遺跡は福島遺跡、上ノ原平原遺跡、上万田遺跡などが挙げられる。上ノ原平原遺跡では

前期末の貯蔵穴群が調査される。福島遺跡では中期の住居跡や土壙墓が確認されており大規模な集落

の展開が期待される。上万田遺跡では終末のカメ棺が出土している。古墳時代の遺跡は亀山古墳、上

ノ原横穴墓、野依伊藤田窯跡群、諸田遺跡、定留遺跡などが挙げられる。亀山古墳は昭和 39年国道建

設の際、未調査で破壊され残る資料はない。野依伊藤田窯跡群は 6世紀～ 9世紀まで須恵器や須恵質

瓦を生産した窯跡で近年中津日田道路建設にともなう調査でも 3基確認されている。諸田遺跡、定留

遺跡では古墳時代後期の集落跡が調査されている。諸田南遺跡ではＬ字形カマドを有する住居跡が調

査された。

　古代の遺跡は沖代地区条里跡、長者屋敷遺跡、相原廃寺、諸田南遺跡などが挙げられる。沖代地区

条里跡は現在も水田が営まれているが、近年その景観は変わりつつある。長者屋敷遺跡は下毛郡の正

倉と推定され大型の礎石建物などが調査される。相原廃寺は百済系の瓦や塔心礎、礎石が確認されて

いる。諸田南遺跡では掘立柱建物群が調査され、円面硯や製塩土器など多くの遺物が検出された。
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	 1.	 中津城
	 2.	 中津城下町遺跡
	 3.	 豊田小学校校庭遺跡
	 4.	 沖代地区条里跡
	 5.	 市場遺跡
	 6.	 相原廃寺
	 7.	 相原山首遺跡
	 8.	 鶴市神社裏山古墳
	 9.	 坂手隈城跡
10.	 幣旗邸古墳群
11.	 上ノ原横穴墓群
12.	 勘助野地遺跡

13.	 上ノ原平原遺跡
14.	 大池南遺跡
15.	 佐知久保畑遺跡
16.	 佐知遺跡
17.	 加来居屋敷遺跡
18.	 黒水遺跡
19.	 法垣遺跡
20.	 長者屋敷官衙遺跡
21.	 ボウガキ遺跡
22.	 大悟法地区条里跡
23.	 原遺跡
24.	 田丸城跡

25.	 福島遺跡
26.	 福島地下式横穴
27.	 前田遺跡
28.	 森山遺跡
29.	 岩井崎横穴墓群
30.	 犬丸川流域遺跡
31.	 洞ノ上窯跡
32.	 安平遺跡
33.	 城山横穴墓群
34.	 城山古墳群
35.	 才木遺跡
36.	 城山窯跡群

37.	 草場窯跡
38.	 踊ヶ迫窯跡
39.	 ホヤ池窯跡
40.	 大谷窯跡
41.	 野依遺跡
42.	 野依地区条里跡
43.	 上畑成遺跡
44.	 諸田南遺跡
45.	 諸田遺跡
46.	 天貝川遺跡
47.	 定留遺跡
48.	 定留貝塚

49.	 和間貝塚
50.	 定留鬼塚遺跡
51.	 是能遺跡
52.	 田尻大迫遺跡
53.	 舞手橋東段上遺跡
54.	 是則遺跡
55.	 全徳遺跡
56.	 ガラヌノ遺跡
57.	 合馬遺跡
58.	 亀山古墳
59.	 東浜遺跡
60.	 三口遺跡

第１図　中津市内主要遺跡分布図（Ｓ＝1/50,000）
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第２章　調査の概要と遺構図

　平成 15年度、大分県中津下毛振興局から中津市教育委員会に中津市諸田において県営圃場整備の

照会がなされた。対象面積が 30ha と広大なため工事を複数年に予定し、確認調査を工事の対象年度

ごとに分けておこなった。平成 16年度は周知遺跡外である中津市諸田 57番地他の試掘調査を実施し

た。字名から後田地区と命名した。調査地は標高約７m、東西に標高約 15mの丘陵が豊前海に延び、

調査地は谷状の地形にあたる。丘陵上は周知遺跡の定留遺跡、諸田遺跡が立地する。調査前は遺物の

流れ込みや水場遺構の検出が期待されたが、成果は得られなかった。平成 17年度は 16年度調査区の

東に位置する標高約 15mの丘陵上で確認調査をおこなった。丘陵は豊前海に舌状に延び、東西に谷状

地形が入り込む。丘陵の落ち際で古墳時代の集落が確認された。振興局と協議し、工事において切土

される地点を本調査の対象とし、平成 18年 4月 1日～ 10月 31日に女郎屋敷地区、調査面積 6,000

㎡、平成 18年 11月 1日～平成 19年 3月 31日に二反田地区、調査面積 6,000㎡の本調査を実施し

た。また隣接する諸田南遺跡の東側の確認調査、面積８haを実施した。女郎屋敷地区では古墳時代後

期の集落跡が調査された。また、夏休みを利用した小学生対象の発掘体験を開催し、竪穴住居の発掘

をおこなった。二反田地区でも古墳時代後期の集落跡が調査された。このうち 1基の竪穴住居から 55

個の蛸壺がほぼ完形の状態で出土し話題となった。諸田南遺跡の東側の確認調査では古墳時代の集落

跡や古代の掘立柱建物群が確認された。振興局と協議を行い本調査の実施が決定した。平成 19年 4月

1日～ 10月 31日に戸入道地区の本調査、面積 7,060㎡、平成 19年 11月 1日～平成 20年 3月 31

日に諸田南遺跡の古池地区、面積 5,460㎡の本調査を実施した。戸入道地区では古墳時代後期の集落

跡や、縄文時代後期の陥穴、中世の道状遺構などが調査された。市内の和田小学校の見学会を実施した。

古池地区では古代の掘立柱建物群が検出され、円面硯、製塩土器なども出土し現地説明会を開催した。

平成 20年 4月 1日～平成 20年 10 月 31 日に諸田南遺跡の南方地区、面積 9,500㎡、平成 20年 1

月 23 日～ 3月 31 日に寺野地区、面積 4,000㎡の本調査、平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 1 月

28 日に諸田南遺跡の西側８ha の確認調査を実施した。南方地区では古墳時代後期の集落跡が調査さ

れ、竪穴住居に造り付けられたオンドル状遺構（L字形カマド）が大分県内で初めて確認された。夏

休みを利用した発掘体験を実施し、竪穴住居の発掘と勾玉作りをおこなった。諸田南遺跡の西側の確

認調査では古墳時代の集落が確認され、振興局と協議し本調査の実施が決定した。寺野地区でも古墳

時代の集落跡が調査された。平成 21年 4月 1日～平成 22年３月 31日まで寺野地区の本調査が実施

され、古墳時代後期の集落跡や、縄文時代の陥穴などが調査された。平成 21年７月～平成 22年 3月

31日まで池の上地区、市夜原地区の本調査が実施され、古墳時代の集落、中世の集落などが調査された。

調査面積 16,500㎡。平成 22年度から遺物整理、図面整理、遺物実測委託を実施した。平成 25年度

に図版編、平成 27年度に遺物編、平成 29年度に遺構編を刊行した。
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第２図　諸田遺跡・諸田南遺跡調査区図

池の上地区
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第1図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−１,２（S＝1/６０）
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1.	 焼土粒まじり、カマド粘土まじり。
焼土粒は大きくまと
まっている。

2.	 灰褐土	 砂まじり、焼土粒がわ
ずかにまじり、あまり
しまっていない。

3.	 黄茶褐土	 粘性あり、地山。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第2図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−３（S＝1/６０）
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1
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1.	 暗灰褐土	 地山ブロック、焼土粒がほとんどまじらない。
2.	 暗灰褐土	 SD1埋土。１層と比べやや砂がまじっているよ

うな埋土。はっきりとした区別はできない。
3.	 黒灰褐土	 土坑？の埋土。全体的に砂まじり。
4.	 黄灰褐土	 地山ブロック（なじんでいる）が比較的多くま

じっている土坑埋土？炭、焼土のまじり込みは
ない。（貯蔵穴か）

5.	 焼土粒が多くまじる埋土。
6.	 黄褐地山土

1.	 暗灰褐土	 焼土粒がわずかにまじる。
2.	 焼土粒が多くまじる炭粒まじり。
3.	 黄褐色土	 砂まじり、黄褐土ブロックが

まじる。
4.	 淡黄褐土	 しまっている、砂まじり、炭

や焼土粒はまじらない→カマ
ド基部

5.	 焼土、カマド部材破片の粘土ブロックまじ
り、２層と一連の埋土。

6.	 灰褐土	 黄褐地山土まじり、カマド基
礎づくりの際に掘り込みがな
され本体土をつくっている。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第3図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−４,５（S＝1/６０）
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1.	 暗灰褐土	 焼土粒、カマド粒土片を多
く含む。

2.	 灰褐土	 砂まじり、焼土粒含む。
3.	 淡黄褐土	 自色粒まじり、しまってい

る。
4.	 黄褐色土	 地山粘質土。
5.	 灰褐土	 焼土粒を多く含む。

1
.	
S
D
1
埋
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暗
灰
褐
土
、
や
や
砂
ま
じ
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。

2
.	
暗
灰
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自
色
粒
ま
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、
炭
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、
地
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。
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じ
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。
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（
３
僧
と
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1.	 暗灰褐土	 炭焼土粒がわずかに含まれる。
2.	 焼土粒が多量に含まれる。カマド部材（粘土）も含む。
3.	 灰褐土	 砂まじり、焼土粒がわずかに含まれる。
4.	 暗灰褐土	 まじりなし、しまりなし。
5.	 黄灰褐土	 地山土と砂がわずかにまじっている。

1.	 暗灰褐土	 地山ブロック（なじんでいる）が部分的に含まれる。
2.	 暗灰褐土	 １層とほぼ同じ色調。地山ブロックは１層よりもなじんでおり、粒子も小さい。
3.	 黒灰褐土	 地山ブロックがわずかに含まれる。しまりはあまりない。→
	 	 　　床面の周辺部分に入りこんでいる。

カマド
破壊埋土

カマドのあったであろう部分
では３層と床面との間には焼
土粒のまとまった層がみとめ
られる。自色粘土はあまりな
かった。
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1.	 灰黄褐土	 地山土が細かい粒子となってまじっている。
2.	 暗灰黄褐土	 細かい（1～3mm大）の地山ブロックがまじ

る。しまりなし。
3.	 灰茶土	 焼土粒が多くまじる。
4.	 灰褐土	 ３層に比べ焼土粒のまじりは少ない。砂まじり

で、しまりなし。
5.	 黄褐土	 地山土起因。灰褐土がブロック状にまじり込む。

粘性があり、しまっている。←カマド本体
6.	 黒灰褐土	 焼土粒（1～3mm大）がわずかにまじる。
	 	 炭まじりで黒くなっている。
	 	 だんだんに３層へと移行している感じ。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第4図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−７,１０（S＝1/６０）

煙道部から流入した埋土。

1.	 暗灰褐土	 黄褐土ブロック、焼土粒が比較的多
く含まれる。

2.	 黒灰褐土	 ほとんどまじりなし。
2'	 黒灰褐土	 ほとんどまじりなし。
2''	 黒灰褐土	 黄褐色ブロックがまじる。土質は２

層の一連のものと同じ。
3.	 暗灰褐土	 黄褐色ブロックのまじりが多い。

1.	 暗茶褐色土	 混入物なし。
2.	 黒褐色土	 焼土ブロックが少量まじる。
3.	 黄褐色土	 粘土ブロックがまじる。
4.	 黒褐色土	 ２層より暗い
5.	 茶褐色土	 焼土粒が多量に入る。
6.	 淡茶褐色土	 地山。

｝他の住居とはやや異なる
4.	 暗灰褐土	 やや砂まじり。黄褐ブロックまじり。
5.	 黄褐色土	 焼土粒まじり、カマドをくずした際の埋土か？
6.	 暗灰褐土	 焼土粒まじり、炭まじり。
7.	 暗灰褐土	 焼土粒まじり、砂まじり。
8.	 黄褐色土	 暗灰褐土と黄褐土がブロック状にまじってい

る。しまりあり、貼床？
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1.	 暗灰褐土	 焼土粒がわずかにまじる。
2.	 灰褐土	 砂まじり、地山ブロック、炭、焼土のまじ

りなし。
3.	 灰褐土	 全体的に黄褐色地山ブロックがまじる。地

山ブロックはなじんでいる。砂まじり。

4.	 黄灰褐土	 地山ブロック（なじんでいる）まじり。砂
まじり。

5.	 暗灰褐土	 地山ブロック（粘性あり）まじり。
6.	 灰黄褐土	 地山土中に暗灰褐土がブロック状（ややな

じんでいる）にまじる。焼土がまじる。
7.	 暗灰黄褐土	 砂まじり、地山ブロック（なじんでいる）

がまじる。

諸田遺跡・女郎屋敷地区

第5図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−１１,１２（S＝1/６０）
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ともなうもの
か？一度崩し
て土で埋めて
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.	
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色
土
	
茶
色
の
地
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と
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の
土
が
少
量
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入
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。

2
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面
と
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。

3
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色
土

1.	 黄灰褐土	 白色粘土塊。黄
色土ブロック
（カマド材？）
がまじる。

2.	 焼土粒まじり土
	 	 焼土粒が全体的

に多くまじる。
3.	 灰褐土	 焼土粒がまじ

る。砂まじり、
地山ブロック
（カマド材か）
がまじる。

4.	 黄褐色土	 地山。

｝

ＳＨ−１１
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第6図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−１３（S＝1/６０）

1.	 暗灰褐土	 当初は柱穴と考えていたが、支脚のぬき
とり痕か？→柱穴の可能性あり

2.	 黄灰褐土	 カマド材粘土の粒子が多くまじる。焼土
粒含む。←須恵器蓋が出土している。

3.	 焼土粒まじり。多くの焼土粒がまじる。
4.	 灰褐土	 砂まじり。焼土粒わずかに含む。ややし

まりあり。カマド使用以前に敷いたもの
5.	 赤褐色土	 熱を受けて硬化している。焚口の燃焼部

分か。
6.	 黄灰色土	 黄褐土ブロックまじり、２層と比べ焼土

粒は含まれない。
7.	 黄灰褐土	 白色粘土がなじんだように含まれる。

1.	 暗灰褐色土	 土器片を多く含む（地山）黄褐色土ブロックまじり（全体的になじんでいる）
1'.	 暗灰褐色土	 １層と比べて地山ブロックのまじりは少ない。
2.	 暗黒褐色土	 地山ブロックがわずかに含まれる。しまりなし。
3.	 暗灰褐色土	 地山ブロックが多く（粒子も大きい）含まれる。
	 	 　　
	
4.	 黄茶色粘質土	 粘性あり。まじりはあまりなし。
5.	 暗灰褐色土	 地山ブロックが粒子をはっきりとさせてまじっている→人意的埋土
6.	 暗灰褐色土	 １層とほぼ同質の埋土。地山ブロックのまじりがやや少ない。
7.	 黒灰色土	 床がやや凹んでいるためピット埋土の可能性もあるが、検出面では判断できなかった。

やや砂まじり。
8.	 暗灰褐土	 １層とほぼ同じ土質だが、地山ブロックがより多く混じる。６層と同一か。
9.	 暗黒褐色土	 地山ブロックがわずかにまじる。しまりなし。
10.	 黄褐色地山層	 粘質土。

｝
｝

カマド廃棄後の
（埋め戻し）

カマドの基礎部
平坦面を形成している。貼床埋土か？
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第7図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−１４,１５（S＝1/６０）
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1.	 暗灰褐土	 土器片、焼土粒のまじりあり。砂がまじる。
2.	 灰褐土	 黄褐色地山ブロック土まじり、砂まじり。
2'.	 小円レキまじり　２層中に円麿度の高い小レキ2～5cm大が部分

的にまじる。（住居南系部に集中）
3.	 暗灰褐土	 まじりはなく、ホクホクとしている。
4.	 灰褐土	 土器片がまじる。

1'.	 白色粘土層	 部分的に白色粘土がみとめられる。
5.	 黄灰褐土	 焼土粒がわずかにまじる。カマド関連の埋土。
6.	 焼土粒のまとまり　２層中にまとまって入っている。
7.	 １層中に黄褐色ブロック土が多くまじっている。１層と一連の埋土と

みて良い。

　	 ５～７
cm程の
レキが密
集してな
いか

　	 乳白色の
粘土塊

1.	 暗灰褐土	 まじりはほとんどない。ややしまりあり。
2.	 暗灰褐土（地山ブロックまじり）
	 	 2～3cm大の粒子ブロックが全体的にまじ

る。2mm前後の炭、焼土粒もまじる。
3.	 灰褐土	 黄褐色地山ブロックが全体的に多くまじ

る。粒子は5mm前後で、リンカクははっき
りとしている→なじんでいない

4.	 黒褐色土	 地山ブロック（粒子はとてもこまかい）が
わずかにまじる。（有機物）により、黒化
している。

5.	 焼土塊が多くみとめられる。白色粘土塊もまじってみ
られることから、カマドの存在が推定され
る。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第8図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−１６,１７（S＝1/６０）

1.	 暗灰褐土	 焼土、炭などのまじりなし。しまりなし。
2.	 焼土のまとまり　住居の中央部にまとまっている。
3.	 黄褐土	 地山土と暗灰褐土がまじっている。

1.	 暗灰褐土	 2～3mm大の焼土粒が全体的に混
じっている。小レキもわずかに含ま
れる。

2.	 灰褐土	 5mm前後の焼土粒がまじる。砂ま
じり、黄褐地山ブロックがわずかに
まじる。

3.	 灰褐色土	 ２層と比べて地山土のまじり方が多
い。砂まじり、焼土粒まじり。やや
粘性あり→カマド関連の埋土か？

4.	 灰黄褐土	 地山粘質土に砂、地山ブロック、暗
灰褐土がわずかにまじる。粘性あり
→カマド関連の埋土
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第9図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−１８（S＝1/６０）
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1.	 暗灰褐土	 わずかに地山ブロックまじり（なじんでいる）。炭、焼土のまじりなし。
2.	 黄褐土	 地山ブロック主体層、一度掘り込まれ、すぐに埋められたため、ブロックを土全体で、暗灰褐

土がわずかにまじる土質。
3.	 灰褐土	 地山ブロック（なじんでいる）まじり、砂まじり、住居床の凹に堆積している埋土。
4.	 焼土まじり土	 5mm大の焼土粒が全体的に多くまじる→カマド施設の崩された際の埋土（カマド関連埋土）
5.	 カマド埋土か２層埋土かの判断がむずかしい。黄褐土（地山土）ブロック（２層の黄褐土のまとまりか？）

1.　暗灰褐土	 炭、焼土粒がわずかにまじる。バンカメは１層。
2.　灰黄褐土	 大粒の焼土ブロックが多くまじる。カマド粘土、炭粒も比較的多くまじる。須恵器蓋は２層の

上部にあり。
3.　暗灰黄褐土	 ２層よりもやや焼土のまじりが少ないが、２層と一連の埋土。
4.　赤褐土	 熱を受けてやや硬化ぎみになっている。燃焼部か。
5.　灰褐土	 わずかに砂まじり、粘土粒もわずかしか含まれていない。ややしまりあり。
6.　黄褐土	 しまりあり。白色粘まじる。カマドの基礎部。周りの地山土と比べ明らかに硬くしまってお

り、ボロボロとまとまってとれる。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第10図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−１９,２０　ＳＫ−３３（S＝1/６０）

1.	 暗灰褐土	 黄褐地山ブロック土まじり、しまりなし。
2.	 灰褐土	 黄褐地山ブロックと１層がまじる。
3.	 黄灰褐土	 まとまって黄褐ブロックがまじる。

1.	 暗灰褐土	 白色粒、地山ブロック土が全体的にまじって
いる。

1'.	 暗灰褐土	 ややしまりあり、地山ブロックのまじり方が
１層と比べるとやや少ない。

2.	 灰褐土	 黄褐地山ブロック土が全体的に多くまじる。
3.	 黒灰褐土	 しまりのない、ホクホクとした感じの埋土。

地山ブロックや焼土などのまじりはほとんど
ない。

カマド
関連の
埋土か

Ｅ−Ｆ
Ｇ−Ｈ

Ｉ−Ｊ｝
4.	 黄灰褐土	 地山ブロック（カマド粘土か？）が多

くまじる。
5.	 黄灰褐土	 地山ブロック（カマド粘土か？）が４

層よりも多くまじる。
6.	 焼土粒のまとまり
7.	 暗灰褐土	 砂まじり。焼土粒のまじりは少ない

（柱穴ではない）。
8.	 淡黄褐土	 しまっている。カマド部材の一部か。

焼土、炭粒のまじりはほとんどなし。

1.	 灰茶色土	 こまかくなった炭焼土粒が多く含まれる。
	 	 土器片はこの中に含まれる。
	 	 砂まじりで、しまりなし。
2.	 灰褐土	 砂まじり。まじりなし。支脚抜きとりの痕。
3.	 暗灰褐土	 ホクホクとしてしまりなし。焚口ないし袖石

の抜きとり痕か？
4.	 灰褐土	 焼土粒まじり。しまりなし。
1.	 灰褐土	 1～3mm大の焼土粒まじり。
2.	 暗灰褐土	 地山ブロックまじり。
3.	 灰褐土	 １局よりも大粒の焼土粒まじり。

｛
｛
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第11図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＨ−２２,２３（S＝1/６０）
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1.	 黒灰褐土	炭、焼土のまじりなし。し
まりがなく、ホクホクして
いる。

2.	 灰褐土	 黄褐色地山土がブロック状
にまじる。粘性あり、貼床
の埋土ではない。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第12図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−１,２,３（S＝1/60）
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１．黄褐色粘質土　地山ブロックまじり、柱痕か。
２．淡灰褐色土　　砂まじり炭粒わずかにまじる。
３．暗灰褐土　　　ややしまっている、まじりなし。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第13図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−４,６（S＝1/60）
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	 	 しまりなし、砂まじり。
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４．灰褐土	 砂まじり、わずかに地山
	 	 ブロックまじり。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第14図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−５（S＝1/60）
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1.	 黒灰褐土	 柱が朽ち、流れ込んだ埋土。柱の痕跡をとど
めている。しまりはなく、サクサクとした感
じの埋土。炭・焼土粒のまじりは少ない。

2.	 黄褐色土	 掘り出された地山土。灰褐色の砂まじり。粘
性があり、しまっている。黄褐土がブロック
状にまじる。

3.	 暗灰褐土	 黄褐地山ブロックがわずかにまじる。しまり
あり、粘性あり。

3'.	 暗灰褐土	 黄褐色地山ブロックのまじりが多い。
4.	 灰褐土	 柱痕埋土。砂まじり、しまりなし、地山ブ

ロックがまじる。
5.	 灰褐土	 掘方埋土。砂まじり、地山ブロックのまじり

はない。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第15図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−7,8（S＝1/60）
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1.	 暗灰褐土	 柱痕埋土。しまりなくホクホクとしている。
まじりなし。

2.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
3.	 黄灰褐土	 黄褐ブロックまじり、やや粘性あり。
4.	 黒灰褐土	 しまりなし、サクサクしている。黄褐色ブ

ロック土まじり。
5.	 黒灰褐土	 柱が朽ち、流れ込んだ埋土。柱の痕跡をとど

めている。しまりはなく、サクサクとした感
じの埋土。炭・焼土粒のまじりは少ない。

6.	 黄褐色土	 掘り出された地山土。灰褐色の砂まじり。粘
性があり、しまっている。黄褐土がブロック
状にまじる。

7.	 暗灰褐土	 黄褐地山ブロックがわずかにまじる。しまり
あり、粘性あり。

1.	 暗灰褐土	 しまりなし、
まじりなし。

2.	 黄灰褐土	 黄褐色地山ブ
ロックまじり
土。砂まじ
り、しまりな
し。

3.	 灰褐土	 砂まじり、し
まりなし。

4.	 黒灰褐土	 砂まじり、
炭・焼土のま
じりはない。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第16図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−９（S＝1/60）
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1.	 暗灰褐土	 黄褐色ブロック土まじり。
2.	 暗灰褐土	 ブロック土・焼土・炭などのまじりなし。
3.	 黄褐色土	 粘性のある地山土。暗灰褐土がわずかにまじる。
4.	 灰黄褐色土	 しまり、粘性はない。地山土にやや粒子の粗い砂

まじり。
5.	 暗灰褐色土	 粒子の小さい地山ブロックがまじる。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第17図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−１０,１２（S＝1/60）
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1.	 暗灰褐土	 しまりなし、まじりなし。
2.	 黄灰褐土	 黄褐色地山ブロックまじり土。砂まじり、しまりなし。
3.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
4.	 黒灰褐土	 砂まじり、炭・焼土のまじりはない。

・ ・ ・・
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第18図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−１１（S＝1/60）
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1.	 黒灰褐土	 地山ブロックまじり、しまりなく、ホクホクしている。
2.	 灰褐土	 地山まじり、砂まじり、しまりなし。
3.	 暗灰褐土	 地山土のまじりなし、ホクホクしている。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第19図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−１３,１４（S＝1/60）
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1.	 暗灰褐土	 しまりなし、まじりなし。
2.	 灰褐土	 地山土まじり。
3.	 暗灰褐土	 しまりなし、地山土まじり。
4.	 灰褐土	 地山土まじり、粘性あり。
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第20図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−１５,１６（S＝1/60）
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1.	 暗灰褐土	 しまりなし、まじりなし。
2.	 黄灰褐土	 黄褐色地山ブロックまじり

土。砂まじり、しまりなし。
3.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
4.	 黒灰褐土	 砂まじり、炭・焼土のまじり

はない。



25

12,000

諸田遺跡・女郎屋敷地区

第21図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−１７,１８（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 しまりなし、
まじりなし、
柱痕。

2.	 黄褐土	 地山ブロック
まじり。

3.	 灰褐土	 砂まじり。
4.	 暗灰褐土	 しまりなし、

砂まじり。

1.	 黒灰褐土	 ホクホクとしてしまりなし。
やや地山まじり。

2.	 黒灰褐土	 しまりなし、ホクホクとして
いる。

3.	 灰褐土	 地山ブロックまじり、やや粘
性あり。

4.	 灰褐土	 しまりなし。

・

・

・
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第22図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−１９　ＳＫ−１,２,３,４,５（S＝1/60）

ＳＢ−１９

ＳＫ−１ ＳＫ−２

ＳＫ−３ ＳＫ−４
ＳＫ−５

・
A

　
A'

12,300

12,300 1
2
,3
0
0

12,3001
2
,3
0
0

12,300

12,200

12,200
12,300 12,300

12,200

A A'

4

7
9

2

8

3

6 6

1

5

２層が畝状耕作の
影響をうけている部分

1.	 暗灰褐土	 しまりほとんどなし。まじりは少ない（わずかに
1mm大の焼土粒）

2.	 暗灰褐土	 １層よりもややしまりあり。
3.	 淡灰褐土	 5mm大の地山黄褐色ブロック土が全体的に多く

まじり。
4.	 暗灰褐土	 1mm程度の黄褐色地山ブロック土が散見され

る。しまりは、ややあり。

5.	 暗灰褐土	 黄褐色地山ブロッ
ク土が４層に比べ
て多く散見され
る。

6.	 灰褐色土	 全体的に砂がま
じっている。黄
褐色地山ブロック
も部分的に含まれ
る。

7.	 黄灰褐色土	 地山ブロックがわ
ずかに含まれる。
暗灰褐色土はほと
んど含まれない。

8.	 ６層よりも地山ブロックが多く
まじる。土坑カベ
のくずれか。

9.	 橙褐色地山粘質土。しまりが強
く、粘性あり。

・
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第23図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＫ−６,７,８,９,１０,１１（S＝1/60）
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1.	 黒灰褐土	 しまりなし、ホクホクと
した感じで、わずかに砂
がまじる。須恵器などの
土器片はこの層に含まれ
る。地山ブロックがわず
かにまじる。

2.	 黄褐色ブロック土まじり。１層中に
まとまって地山ブロック
土が含まれている。ブ
ロックはややなじんでい
る。

3.	 暗黒褐色土	 わずかに砂まじり。しま
りはない。炭・焼土のま
じりはほとんどなし。

4.	 黄褐色ブロック土まじり。土坑掘込
後の底に溜まった（埋
まった）埋土。３層中に
まじりブロックはなじん
でいない。

1.	 黒灰褐土	 しまりなし、まじりなし。ホクホクとしている。
2.	 灰褐土	 地山ブロックまじり、ややしまりあり。
2'.	 灰褐土	 地山ブロックまじり土のまとまり。

・

・ ・

・

２層が畝状耕作の
影響をうけている部分
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第24図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＫ−１２,１３,１４,１５（S＝1/60）
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1.	 黒灰褐土	 まじりなし、ホクホクとして、し
まりなし。

2.	 灰黄褐土	 地山ブロック土が全体的になじん
	 	 　	でいる。
	
3.	 黒灰褐土	 まじりなし、ホクホクとして、し

まりなし。
4.	 黄灰褐土	 ２層と比べ地山ブロック土のまと

まりがはっきりとしている。あま
りなじんでいない。（地山土＋黒
灰褐土）

5.	 暗灰褐土	 炭まじりのためか色調は黒くなっ
ている。しまりはない。

6.	 灰褐土	 炭粒が比較的多く含まれる。砂ま
じり。

7.	 灰褐土	 ６層と比べ砂のまじりは多く、焼
土粒も多く含む。この層掘方周辺
は被熱。硬くなっている。炭も被
熱硬化の内側にまとまっている。
タコ壺片が４層多く含まれる。

8.	 黒灰褐土	 ホクホクとして、しまりなし。地
山ブロック（なじんでいない）ま
じり。

9.	 暗灰褐土	 ８層と一連の埋土だが、８層より
も地山ブロックのまじりは多く大
きい（粒の）。

10.	 黒灰褐土	 砂まじり、色調は黒いが、炭粒は
みとめられない。

11.	 灰褐土	 地山土まじり、炭まじり。

SK14埋土｛

1.	 黒灰褐色	 ホクホクとしてしまりなし。わずかに焼土
粒、大器片がまじる。

2.	 黄灰褐土	 地山ブロック土まじり。粘性あり、埋没の
初めに埋まった（まぎれ込んだ）埋土。

・

・ 粒のまとまりははっきりとしない。

炭はなじんでいる
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第25図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＫ−１６,１７,１８,１９,２０,２１,２２,２３,２４（S＝1/60）
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1.	 暗灰褐土	 まじりなし、しまりなし。
2.	 灰褐土	 黄褐色地山ブロックまじり、ややしまっている。
3.	 灰褐土	 黄褐地山ブロック、炭まじり、しまりなし。
4.	 黒灰褐土	 炭・焼土粒が比較的多くまじる。やや粘性あり。

1.	 黒灰褐色	 白色粒まじり、ホクホクとして、しまりなし。
2.	 暗灰褐色	 黄褐色ブロックが多くまじる。
3.	 灰褐土	 まじりはなし、粘性あり。

1.	 黒灰褐色	 ホクホクとしてしまりな
し。焼土粉がわずかにま
じる。

2.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
3.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
4.	 黄灰褐土	 地山ブロックまじり土。
5.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
6.	 灰褐土	 掘りおこされたものでは

なく、くずれそうになっ
たものか。

1.	 黒灰褐土	 まじりなし、ホクホクとして、しまりな
し。

2.	 黄灰色土	 地山ブロック（なじんでいる）まじり。
3.	 暗灰褐土	 砂まじり、やや粘性あり。
4.	 灰褐土	 地山土まじり、砂まじり、わずかに地山

土まじり。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり、やや粘性あり。
6.	 黒灰褐土	 炭まじり土と地山ブロック土が相互にま

じっている。
	 	 各層は順次埋没していっている
	 	 　　	おとし穴
7.	 黒灰褐土	 しまりなし。

・・
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諸田遺跡・女郎屋敷地区

第26図　諸田遺跡　女郎屋敷地区　ＳＢ−２７,２８,２９,３０,３１,３２,カク乱１（S＝1/60）
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1.	 暗灰褐土	 しまりはあまりなく、バサバサとした感じ。砂わずかにまじる
程度。−土器はSH6としてとり上げている。

2.	 暗黒灰褐土	 1mm大の炭・焼土粒がわずかにまじる。
3.	 暗灰褐色砂まじり土	 地山の淡黄色ブロック土が多くまじる。ややなじんでいる。砂

も比較的多くまじる。
4.	 暗黒褐色砂まじり土	 地山ブロック土が5mm大で、わずかにまじる。砂まじり。

２，３，４層は３層を介するが、一連の埋土。１層も土壌化を
うけているだけで、２～４層と一連のもの。土器も２～４層中
より出土する。

5層	 淡黄褐色粘土層（地山層）
　　５'層　５層が土壌化作用をうけてのものか。

・
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諸田遺跡・二反田地区

第1図　諸田遺跡　二反田地区　Ａ区　ＳＨ−１（S＝1/６０）

12,500

1.	 灰褐砂土	 （水田層中の埋土）
2.	 暗灰茶土	 地山ブロック（とてもこまかい）土まじり。
	 	 砂まじり→水田層土か。
3.	 黄灰褐土	 地山の黄褐土ブロックがとても大きくまじる。
4.	 灰褐土	 地山土、焼土粒が１mm大のとてもこまかい粒子と

なって混じっている。
5.	 黒灰褐土	 比較的大きめの地山ブロック土まじり。炭も比較的

多くまじる。
6.	 柱穴？埋土、黒灰褐土、しまりなし。

1.	 黒褐土	 ホクホクとして、しまりなし、クロボク
質。

2.	 暗灰褐土	 地山ブロックまじり。
3.	 灰褐土	 地山土がある程度なじんでまざってい

る。炭まじり、しまりなし。
4.	 灰褐土	 地山ブロックまじり。
5.	 黄褐土	 地山土に暗灰褐土がわずかにまじる。ボ

ソボソとしてしまりなし。
6.	 暗灰褐土	 地山ブロック、炭のまとまりまじり、粘

性あり。
7.	 黒灰褐土	 クロボク質土、ブロックまじり、炭、焼

土粒まじり。
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諸田遺跡・二反田地区

第2図　諸田遺跡　二反田地区　Ａ区　ＳＨ−２（S＝1/６０）
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1.	 炭、焼土まじり土
2.	 茶褐土	 炭まじり。
3.	 黄褐土	 しまりあり、粘性あり。
4.	 被熱硬化部	 カマド部材等は全て壊されている。
	 	 くずした土を積堆させている。

1.	 暗灰褐土	 まじりはほとんどなし、しまりなし。
2.	 暗灰褐土	 炭まじり、地山ブロック（なじんでない、

1～2cm大）まじり。
	 	 　　柱痕か？
	 	 	 　↑
3.	 灰褐土	 ボソボソとして、しまりなし。
4.	 灰褐土	 砂、地山ブロック土まじり、しまりなし。
5.	 黄褐土	 地山土、灰褐土が全体的にまじる。
6.	 暗灰褐土	 焼土、地山土粒まじり（1～2mm大）
7.	 灰褐土	 大粒の地山ブロック土まじり、（なじんで

いない）しまりなし。
8.	 黄褐土	 地山土ブロック。
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諸田遺跡・二反田地区

第3図　諸田遺跡　二反田地区　Ａ区　ＳＨ−３　Ｂ区　ＳＨ−４（S＝1/６０）

12,000

12,000

12,000

12,000 1.	 灰白色粘土	 Aso4起源。
2.	 暗黒茶土	 しまりなし→住居カベ。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり、やや粘性あり。
4.	 暗灰褐土	 砂まじり、やや粘性あり。
5.	 黄褐土	 地山土のまとまり。
6.	 暗灰褐土	 しまりなし、砂まじり。
7.	 暗黄褐土	 地山土ブロックまじり。
8.	 暗灰褐土	 ６層とほぼ同質。

ＳＨ−３

ＳＨ−４

　	 白色土
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諸田遺跡・二反田地区

第4図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−５（S＝1/６０）
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1.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり。砂まじり。
2.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山土まじり、しまりなし。
3.	 柱痕	 すでに完掘済。黒灰褐土でしまりなし。
	 	 やや広めに掘りすぎているため、柱経は20cm前後、３層そのものが柱痕とはかぎらない。
4.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり、柱痕。
	 	 やや端の方で土層をとっているため、経が小さく深さも浅く見えるが、様相は他の柱穴と同様。

住
居

柱穴
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第5図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−６（S＝1/６０）
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1.	 暗灰褐土	 黄褐色地山ブロックまじり（なじんでい
る）。

2.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとして、しまりな
し。黄褐地山ブロック（なじんでいな
い）まじり。

3.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじり。
4.	 黒灰褐土	 ２層と似るがブロックはまじらない。
5.	 灰褐土	 砂まじり。地山土粒。焼土粒まじり。
6.	 黄灰褐土	 砂まじり。地山土のまじりが多い。
7.	 淡黄灰褐土	 砂まじり、しまりなし。地山土粒わずか

にまじる→側溝埋土。
8.	 淡黄灰褐土	 砂まじり、しまりなし。地山土粒わずか

にまじる。
9.	 黒灰褐土と黄褐土がブロック状（なじんでいない）に

まじる。粘性があり、とてもしまってい
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　	貼床
10.	 灰褐土	 砂まじり。焼土、炭まじり。
11.	 灰褐土	 砂まじり。地山土まじり、しまりなし。
12.	 茶褐土焼土粒が多くまじる。被熱を受けた土がみとめ

られる。→カマド部
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諸田遺跡・二反田地区

第6図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−７（S＝1/６０）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとして、しまりなし。
2.	 暗灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじり。
3.	 黄灰褐土	 地山土粒が多くまじる。砂まじりでしまりな

し。
	 　　　　貼床
	 　　　　↑
4.	 黄褐土と黒灰褐土ブロックのまじり（なじんでいない）。粘

性が強くしまっている。
5.	 黒褐土	 しまりなし、砂まじり。
	 	 住居中央土坑埋土
	 	 　↑
6.	 灰黄褐土	 地山土と黒灰褐土まじり。砂まじりで粘性はあ

るがしまりはあまりない。

1.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり、柱痕。
2.	 灰黄褐土	 地山土粒がわずかにまじる、砂まじり。
3.	 黄褐土と黒灰褐土ブロックまじり、砂まじり、しまっている。
	 　　　　↓	 	 	 　　　↓
	 　　　　ややなじんでいる　　　　掘方埋土
	 	 	 	 　　　↑
4.	 灰褐土	 砂が多くまじる。しまりなし。
5.	 灰褐土	 砂が多くまじる。地山土粒まじる。
6.	 灰黄褐土	 砂まじり、しまりなし。
7.	 黒灰褐土	 地山土粒わずかにまじる。
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諸田遺跡・二反田地区

第7図　諸田遺跡　二反田地区　ＳＨ−８（S＝1/６０）

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとし
て、しまりなし。まじりも
あまりない。

2.	 暗灰褐土	 砂まじり、粒子は細かく、
やや粘性あり。

3.	 淡黄茶土	 砂まじりで粘性ややあり。
焼土粒（2mm前後）もわ
ずかに含まれる。

4.	 灰褐土	 粘性あり、黄褐地山土がブ
ロック状にまじる。

5.	 暗灰褐土	 ２層と土質は似るが、
3mm大の焼土粒が全体的
にまじる。

6.	 暗灰褐土	 ２層と土質は似るが、黄褐
地山土粒がまじる。住居側
溝埋土？

7.	 暗黄茶土	 ３層と似るが、黒灰褐土が
全体的にまじっているた
め、色調はやや暗め。やや
しまっている。

8.	 	暗黄茶土	 ３層と似るが、黒灰褐土が
全体的にまじっているた
め、色調はやや暗め。しま
りなし。

9.	 灰黄褐土	 粘性あり。地山ブロックが
なじんでまじっている。

	 	 抜きとり痕（後世？）
	 	 ↑
1.	 黒灰褐土	 やや粘性あり、クロボク質
2.	 淡茶褐土	 焼土粒（5mm大）まじり。
3.	 暗灰褐土	 焼土、炭粒まじり（3mm大）
	 	 →カマド破壊後、土をかぶせてマ

ウンド状にしている土
4.	 茶褐土	 焼土粒まじり→抜きとりないし

pit？痕（カマド破壊時）のもの。
5.	 黄褐土	 粘性あり。（地山か）貼粘土？
3'.	 暗灰褐土	 焼土のまじりなし、砂まじり。
6.	 灰黄褐土	 黒灰褐土ブロックまじり、支脚を

うめる掘方埋土。
7.	 赤茶褐土	 被熱をうけている。砂まじり。　

｝
10.	 淡茶褐土	 焼土粒のまとまりが多くまじりこ

んでいる→カマド破壊時の土か？
11.	 淡茶褐土	 焼土粒のまとまりが多くまじりこ

んでいる。砂まじり。

住居
埋土
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諸田遺跡・二反田地区

第8図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−９（S＝1/６０）
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1.	 黒灰褐土	 地山ブロックが多くまじる。しまりなし。
2.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。
3.	 灰褐土	 砂まじり。しまりなし（側溝埋土）
4.	 黄灰褐土	 地山粘土と、黒灰褐土がブロック状（なじん

でいない）にまじる。貼床、しまり強い。
6.	 暗灰褐土	 地山ブロック（3mm大）が全体的にまじる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　貼床埋土と同一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
7.	 黄灰褐土	 地山粘土と黒灰褐土がブロック状（なじんで

いない）にまじる。しまりが強い。

4.	 暗褐色土層	 （黄色土がまじる。ほった土）
5.	 暗褐色土層	 （黒色土がまじる。ボロボロした土）
6.	 暗褐色土層	 （5mm程の焼土が多くまじる）
7.	 褐色土層	 （黄色土まじり、カマドのよう体）
8.	 黒褐色土層	 （黄色土まじり、住居の埋土と同質）
7'.	 破壊されたカマド本体のおちこみ
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諸田遺跡・二反田地区

第9図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−１１（S＝1/６０）

1.	 灰褐土	 地山ブロックまじり、しまりなし。
2.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとして、しまりなし。地山ブロックまじり。
3.	 黒灰褐土	 ２層よりも（粒の小さい）ブロックのまじり方が少ない。
4.	 暗灰褐土	 しまりなし、砂まじり、地山粒（3mm大）わずかにまじる。
5.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
6.	 黄灰褐土	 地山土とクロボク質土がブロック状にまじる。しまりが強い。貼床の土。
7.	 茶褐土	 焼土粒が全体的にまじる。ややしまりあり。南側にかたよる。

1.	 黄灰褐土	 焼土etcのまじりなし。地山土ブ
ロック（灰褐土）まじり、しまり
あり。

1'.	 黄灰褐土	 焼土etcのまじりなし。地山土ブ
ロック（灰褐土）が多くまじる。
しまりあり。

2.	 黒灰褐土	 ホクホクとしてしまりなし。クロ
ボク質。まじりがほとんどない。

3.	 黒灰褐土	 ホクホクとしてしまりなし。クロ
ボク質。1mm大の焼土粒が全体
的に多くまじる。

4.	 黒灰褐土	 クロボク質。砂まじり。
5.	 灰褐土	 砂まじり。
6.	 黒灰褐土	 クロボク質。5mm大の焼土粒ま

じり。
7.	 焼土粒（黒灰褐土中に大粒の焼土がとても多く

まじる）
	 	 　↓
　　　　　　カマド本体を破壊した際に出た焼土塊
8.	 灰褐土黄褐土地山粒（1mm大）まじり、し

まっている。
9.	 黄灰褐土	 粘性あり。しまっている→貼床
10.	 暗灰褐土	 焼土、炭のまじりなし。砂まじり

でしまりなし。
11.	 暗黄灰褐土	 粘性あり、しまっている→煙道部

補強の貼土か。

｝カマド本体を構成する土
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第10図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−１２（S＝1/６０）
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1.	 暗灰褐土	 5mm大の焼土粒が多くまじ
る。しまりなし、土器片を
多く含む。

2.	 灰褐土	 5mm以下の焼土粒まじり、
砂まじり。

3.	 淡灰茶土	 ２層とほぼ同質。色調がわ
ずかに明るい。

4.	 灰黄褐土	 粘性あり、まじりなし。
5.	 黄褐土	 地山土。粘性あり、暗灰褐

土まじる。カマド裾。

1.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし、地山土粒
わずかにまじる。黒灰褐土（クロ
ボク質）もわずかにまじる。

2.	 暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし、地山土粒
がわずかにまじる。柱痕？

3.	 灰褐土	 １層に比べ地山土粒のまじりは少
ない。ボソボソとして、しまりが
あまりない。やや粘性あり。

4.	 暗灰褐土	 ２層と同質、地山ブロックのまじ
り方が全体的（クロボク質土）

	 	 　　　↓
	 	 　　　黒灰褐土がわずかにまじる
5.	 黄灰褐土	 砂まじり、地山ブロックまじり。

しまりなし。
6.	 黄褐土（地山土）粘性が強い。
7.	 黄褐土	 黒灰褐土（クロボク質）ブロック

がまじる。
8.	 暗灰褐土	 ホクホクとして、しまりなし。焼

土粒まじり。

9.	 灰褐土	 なじんでいる地山土まじり。（まじ
る割合は高い）

10.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり。砂まじり、しまり
なし。

	 	 (ややなじんでいる）
11.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとして、しま

りなし。地山土ブロックがわずかに
まじる。

12.	 灰褐土	 砂まじり、しなりなし。３層と比
べ、地山土ブロックのまじり方が少
ない。
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諸田遺跡・二反田地区

第11図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−１４（S＝1/６０）

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。ま
じりも少ない。

2.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。黄
褐地山粒（3mm大）が全体的にまじる。

3.	 黄褐土	 黒灰褐土がわずかにまじる。粘性が強く、と
てもしまっている。

4.	 黒灰褐土	 黄褐地山ブロックが多くまじる。ややしまっ
ている。→貼床？

5.	 黄灰褐土	 クロボク質土。地山土がブロック状にまじっ
ている砂まじり。地山土は粘性があるが、全
体的にボソボソとしている。

6.	 灰褐土	 砂まじり、地山粒まじり。
7.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。
8.	 暗茶褐土	 全体的に焼土粒がまじっている（カマド土層

の６層）焼土のまとまりあり。

1.	 黒灰褐土	 焼土粒・炭粒まじり、住居埋土に似る。クロボク質でホクホクとして、
しまりなし。

2.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。炭、焼土粒も全体的に多くまじる。やや粘性あり。
3.	 黄灰褐土	 砂まじり、しまりなし。1mm前後の焼土粒がわずかにまじる。
4.	 暗灰茶土	 焼土、炭粒まじり、砂まじり。
5.	 黒灰褐土	 砂まじり、炭、焼土粒が全体的にまじる。クロボク質で、しまりなし。
6.	 暗茶褐土	 砂まじりで、粒子は細かい。被熱をうけているのか。全体的に赤みが

かった色調。焼土粒まじる。しまりはない。
7.	 暗灰褐土	 砂まじりで粒子は細かい。炭、焼土粒（1mm大）が全体的にまじる。

しまりなし。→カマド基礎部にしては土質がいままでのものとは異なる
ようにも見えるが、おそらくはカマド本体土（基礎部分）

8.	 黒灰褐土	 炭、焼土などのまじりなし、クロボク質、ホクホクとして、しまりな
し。

9.	 暗灰褐土	 砂まじり（６層に似る）ただし、焼土はあまりまじらない。
10.	 暗茶褐土	 焼土粒全体的にまじる。砂まじり。

1.	 暗灰褐土	 全体的に砂まじり、しまりなくボソボソ
としている。柱痕。

2.	 暗灰褐土	 クロボク質と黄褐色地山ブロック（なじ
んでいない）まじり。

	 	 　　　
	 	 　　　　　　　　　　貼床土に似る
2'.	 暗灰褐土	 ブロックまじりが２層と比べ少ない、砂

まじり。粘性あり。２層と２'層ははっ
きりと分層でない。

9.	 暗灰褐土	 炭、焼土粒まじり（カマド土層の７層）
10.	 暗灰褐土	 （カマド土層の９層）
11.	 茶褐土	 焼土塊が多くまじる。
12.	 灰褐土	 炭、焼土粒まじり。

3.	 黄灰褐土	 ２層と比べ黄褐色地山ブロックのまじり方が多
い（1～3mm大）。クロボク質土まじり。やや
粘性あり。

	 	 　　　　　　　貼床土に似る
4.	 暗灰褐土	 クロボク質でホクホクしているしまりのない土

のブロックまじり。全体的に砂がまじり、黄褐
色地山ブロック（なじんでいない）まじり。

5.	 灰褐土	 砂まじり、地山ブロックがわずかにまじる。
6.	 暗灰褐土	 砂まじり、地山土ブロック（5mm大）まじ

り、しまりなし。柱痕。



42

諸田遺跡・二反田地区

第12図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−１５（S＝1/６０）
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1.	 黒灰褐土	 焼土粒、地山土まじり、しまりなし。
2.	 茶褐土	 3㎜大の焼土粒が比較的多くまじる。
3.	 茶褐土	 砂まじり、しまりなし。1mm前後の炭、焼土粒まじり。
4.	 大粒の焼土粒まじり→性格は２層と同一。
5.	 黄灰褐土	 地山土に砂がまじる。粘性強く、しまっている。
6.	 黄褐土	 黒灰褐土がブロック状にまじる。粒子は細かく、しまっている。
	 　	　6'.（黒灰褐土ブロック）焼土粒わずかにまじる。
7.	 茶褐土	 砂まじり、焼土粒わずかにまじる。
8.	 黄灰褐土	 地山土に似る。粘性あり。（５層とよく似る）わずかに被熱をうける。

1.	 暗灰褐土	 砂まじり、地山ブロックわずかに
まじり。しまりなし、柱痕朽ちた
後に埋まった土。

2.	 黄灰褐土	 地山ブロックが多くまじる。
3.	 灰褐土	 砂まじり、しまりややあり。粒の

細かい地山土ブロックわずかにま
じる。

4.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。

1.	 暗灰褐土	 3mm大の焼土粒が全体的にまじる。しまりなし。クロボク質ではない。土器が出土するの
は主に１層中から。

2.	 黄褐土	 地山ブロック土まじり。ややなじんでいる。砂まじりで、しまりなし。
3.	 灰褐土	 やや粘性あり、砂まじり、炭粒（わずか）、地山ブロック（ややなじんでいる）まじり。
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諸田遺跡・二反田地区

第13図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＨ−１６（S＝1/６０）

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、ホクホクとして、しなりなし。
2.	 黒灰褐土	 地山土粒が全体的にまじる。しまりなし。
3.	 暗灰褐土	 地山土ブロック、および地山土粒が全体的にまじる。しまりなし、焼

土粒（3mm大）まじり。
5.	 黄灰褐土	 地山土ブロックが多くまじる。クロボク質土ブロックまじり、ややし

まりあり。
6.	 灰褐土	 砂まじりでしまりなし。
7.	 暗茶褐土	 土の粒子は細かい。2mm大の焼土粒まじり。

3.	 暗褐色土層	 （ボロボロした土、3mm程の焼土ブロックを少し含む）
4.	 黒褐色土層	 （ボロボロした土、5mm程の焼土ブロックを含む）
5.	 褐色土層	 （黄色土がまじる、カマの残りか？）
5'　	暗褐色土層	 （黄色土がまじる、焼土がわずかにまじる）
6.	 暗褐色土層	 （焼土ブロックを多く含む、土師器片を含む）

１.	 暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし。柱痕。
	 	 　　（床土か？）
	 	 	 　↑
2.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり（なじんで

いない）暗灰褐土まじり、しまり
あり。

3.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
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諸田遺跡・二反田地区

第14図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区ＳＨ−１７（S＝1/60）

1.	 暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし。土器
片はほとんどがこの層中より
出土している。

2.	 黒灰褐土	 ホクホクとしてしまりなし。
クロボク質。まじりなし。

3.	 灰褐土	 黄褐土地山ブロックまじり。
やや粘性あり。

4.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまりなし。
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1.	 灰褐砂土	 （水田層中の埋土）
2.	 灰褐土	 炭、焼土粒がわずかにまじる。しまりなし。
3.	 黒灰褐土	 ホクホクとして、しまりなし。地山ブロックな

どのまじりない。クロボク質。
4.	 灰褐土	 地山ブロックがまじる。やや粘性あり。
4'.	 4層と同質。	地山ブロックのまじりが多い。しまりあり。
5.	 暗灰褐土	 地山ブロック（なじんでいる）がわずかに混じ

る。しまりなし。

1.	 黄褐土
2.	 灰褐土	 粘性あり。
3.	 暗灰褐土	 粘性あり。

諸田遺跡・二反田地区

第15図　諸田遺跡　二反田地区
Ａ区ＳＫ−１（S＝1/60）　Ｂ区ＳＫ−２,３（S＝1/40）,ＳＫ−５,６,７（S＝1/60）
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諸田遺跡・二反田地区

第16図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　
ＳＫ−４,９（S＝1/６0）　ＳＫ−８（S＝1/40）
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1.	 表土	 近現代水田層。マンガン沈着層、床土、水田層が相互に認められる。→（分
層せず）

2.	 黒褐土	 水田層土の1つか？
3.	 水田層	 マンガン沈着層。砂まじり、焼土粒まじり。水田層が認められる。（分層せ

ず）
4.	 水田層	 3mm以下の焼土粒、砂まじり。粘性あり。（分層せず）
5.	 暗褐灰色粘質土	 粘性あり。わずかに砂まじり。畦畔？
6.	 水田層	 3mm以下の焼土粒、砂まじり。粘性あり。土質は4層に似る。（分層せず）
7.	 灰褐土	 3mm以下の焼土粒まじり、砂まじり。
8.	 暗灰褐土	 粘性あり。まじりはあまりなし。
9.	 褐灰土	 1mm大の焼土粒がまじる。しまりあり。
10.	 暗褐灰土	 粘性あり。全体的に砂がまじる。
11.	 茶褐土	 砂まじり。粘性あり。
12.	 暗茶褐土	 砂のまじり方が多い。
13.	 灰褐土	 粘性わずかにあり。しまりややあり。焼土粒わずかにまじる。
14.	 茶褐土	 全体的に3mm以下の焼土粒が多くまじる。ボソボソとしているが粘性あ

り。砂まじり。
15.	 茶褐土	 14層と比べ焼土粒は大粒。（5mm以上）
16.	 暗灰褐色粘質土	 粘性が強い。砂も全体的にまじり込む。
17.	 暗黄茶褐土	 粘性あり。土の粒子は細かい。
18.	 黄茶褐土	 粒子は細かい。粘性ややあり。（地山に起因する埋土）
19.	 明黄褐土（地山土）	SK4底の部分には5mm大の炭粒（その周りの土がわずかに焼けている）が

全体的に認められる。
20.	 茶褐土	 まじりはほとんどなし。粒子は細かい→（地山）

SD

SK−４

｝
｝
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第17図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区ＳＫ−１０,１１（S＝1/６0）
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1.	 黒褐色土層	 （ボロボロした土）土器はこの層から多く出土。
2.	 暗灰色土層	 弱粘質土。地山の黄色土がまじる。
3.	 暗褐色土層	 しまった土。焼土を少し含む（別のイコウか）
4.	 暗褐色土層	 黄色土を含む。カマド残がいが。

1.	 黒褐土	 ホクホクとして、しまりなし。
2.	 暗灰褐土	 全体的に砂まじり。わずかに焼土粒（1mm大）

まじり。
3.	 暗灰褐土	 2層とほぼ同質。砂のまじり方がやや少ない。

程度の差か。
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諸田遺跡・二反田地区

第18図　諸田遺跡　二反田地区　Ａ区　ＳＢ−１,２,３　Ｂ区　ＳＢ−５（S＝1/８０）
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1.	 灰褐土	 地山土がなじんでまじる。
2.	 暗灰褐土	 地山ブロック土まじり。
3.	 黄褐土	 地山ブロック土まじり。
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諸田遺跡・二反田地区

第19図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区ＳＢ−６,７（S＝1/80）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。
2.	 灰褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。
3.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山粒まじり。
4.	 黄褐土	 黒灰褐土ブロックまじり。
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ＳＢ−７
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諸田遺跡・二反田地区

第20図　諸田遺跡　二反田地区　Ｂ区　ＳＢ−８,９,１０,１１,１２（S＝1/８０）

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、ホクホ
クとして、しまりな
し。

2.	 暗灰褐土	 砂まじり。
3.	 灰褐土	 地山ブロック（やや

なじんでいる）が全
体的にまじる。

4.	 地山ブロック土まじり。
5.	 暗灰褐土	 しまりなし、地山土

わずかにまじる。
6.	 黒灰褐土	 クロボク質、ホクホ

クとして、しまりな
し。黄褐色地山ブ
ロック（なじんでい
ない）まじり。
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諸田遺跡・戸入道地区

第1図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−１（S＝1/６０）
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1.	 カク乱	 産廃廃棄の土坑。水田層土、黄褐地山土がブロッ
ク状にまじる。

2.	 灰褐土（黄褐色地山土ブロックまじり）黄褐土が5mm大の粒
状をまじり粘性あり。焼土粒まじり。

3.	 暗灰褐土	 地山土が全体的になじんでまじる。わずかに粘性
あり。

4.	 黄褐色地山土のまとまり→貼床ではない。埋没過程の埋土。

1.	 暗茶褐土	 炭、焼土粒（2～5mm大）が多くまじる。上層部
に水田層の鉄分、沈着がわずかにみとめられる。

2.	 暗茶褐土	 １層に地山ブロック土がまじる。
3.	 灰茶褐土	 砂まじり、2mm大の焼土粒まじり。
4.	 黄褐土	 地山土であるが、ややまとまりがない。
5.	 茶褐土	 地山土、わずかに黄褐土粒まじり。
6.	 茶褐土	 地山土、わずかに暗茶褐土粒まじり。

カマド

住居

・

・
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第2図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−２（S＝1/６０）
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諸田遺跡・戸入道地区

第3図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−３,４（S＝1/６０）
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1.　暗灰褐土	 1mm大の焼土炭、炭粒
まじり、住居の埋土。

2.　灰黄褐土	 地山土ブロックまじり、
4mm大の焼土、炭粒が
多くまじる。土器片、焼
土塊含む。

3.　暗灰褐土	 焼土、炭粒まじり、住居
埋土。

4.　黄褐土	 しまりあり、地山土起
因。白色小レキまじり→
カマド本体の埋土か。

1.	 黄褐色ブロックまじり。１cm大の大粒ブロック全体的が
まじる。ブロックはなじんでいない。←人意
的埋め土か？

4.	 灰褐土	 粒子はやや細かい。粘性あり。
5.	 暗灰褐土	 1mm大の地山土粒が全体的にまじる。
6.	 灰褐土	 地山土粒まじり、粘性あり、しまっている。
7.	 暗灰褐土	 5mm大の地山粒が全体的にまじる、砂まじ

り、しまりややあり。クロボク質土のブロッ
ク（ややなじんでいる）もわずかにまじる。

8.	 暗灰褐土	 地山土粒（3mm大）
	 	 まじり、砂まじり。
9.	 地山土ブロックまとまり
10.	 ６層とほぼ同質。地山土のまじり方が多い。
11.	 ７層とほぼ同質。地山土のまじり方が７層と比べ少ない。
14.	 黄褐土（地山土）炭まじり、暗灰褐土ブロックまじり、粘

性があり、しまっている。

1.　灰褐土	 小レキ（1～3mm大）焼土粒（１mm大）まじ
り、土壌化をややうけているのか木の根が多くま
じる。

2.　灰褐土	 地山土ブロック5mm大の小レキが全体的にまじ
る。

3.　黄灰褐土	 小レキがわずかにまじる。
4.　黄灰褐土	 地山土ブロック（ややなじんでいるようにある）

がわずかにまじる。
5.　黄灰褐土	 地山土がわずかにまじる。
6.　黄灰褐土	 地山ブロックのまじりが多い（1cm大のまとま

り）
7.　灰褐土	 1cm大の地山土ブロック（ややなじんでいる）が

多くまじる。
8.　黄褐土	 地山ブロックまじり、粘性あり、床面。
9.　暗茶褐土	 地山土の流れこみ、粒子が細かく、しまりなし。

｝

｛

側溝状遺構ないしは
長方形土坑の埋土

一
連
の
も
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
の

ま
じ
り
具
合
の
違
い

10.　茶褐土	 焼土粒（1mm大）がやや多くまじる。カマド覆
埋土？

11.　灰褐土	 3cm大の大粒地山ブロックが多くまじる。（７
層よりも多く、大粒）

12.　黄褐土	 地山粒まじり。（なじんでいる）
13.　黄褐土	 地山ブロック（5mm大）（あまりまじんでい

る）が全体的に多くまじる、土器片がまじる。

14.　黄褐土	 砂まじり、地山中にある、小レキまじる。
	 　　タコ壺は、この層中に含まれる
15.　暗灰褐土	 やや粘性あり、地山土粒（ややなじんでい

る）が全体的にまじる。１層と同質の埋土
か。

16.　黒灰褐土	 クロボク質のホクホクとした埋土。地山土粒
（3mm大）がまじる。（ややなじんでいる）

17.　黒灰褐土	 16層と比べ地山土のまじり方が少ない。
18.　黄褐土	 地山ブロック（なじんでいない）のまとま

り、粘性あり。

カマド

住居

ＳＨ−３

ＳＨ−４
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諸田遺跡・戸入道地区

第4図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−５,６（S＝1/６０）
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諸田遺跡・戸入道地区

第5図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−７,８（S＝1/６０）
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諸田遺跡・戸入道地区

第6図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−１０,１１（S＝1/６０）
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。
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白
色
小
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ま
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り
。

6
.　
黄
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土
	

地
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土
ブ
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ク
。

1.　黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクと
して、しまりなし。まじ
りなし。

2.　黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクと
して、しまりなし。地山
土粒が全体的に多くまじ
る。土器片、カマド石材
などは、ほとんどがこの
層中からの出土。

3.　灰黄褐土	 地山土ブロック（なじん
でいない）まじり。柱痕
ないしは凹みの埋土。

4.　暗灰褐土	 地山土粒（ややなじんで
いる）が全体的に多くま
じる→住居跡カベ付近に
のみみとめられる。

5.　黄灰褐土	 地山土ブロック（なじん
でいない）が全体的に多
くまじる。粘性あり。

6.　灰黄褐土	 やや大粒の地山土ブロッ
ク（なじんでいない）が
多くまじる。

7.　黄褐土	 地山土のまとまり、一度
握られてそのまま埋めら
れたもの。灰褐土粒が全
体的にまじる。

｝

｛

住
居
に
伴
う
貯
器
穴
？

な
い
し
は
、
土
坑
の
埋
土
。

掘
り
込
み

土
坑
か
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諸田遺跡・戸入道地区

第7図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−１２（S＝1/６０）
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1.　灰褐土	 砂まじり土（水田層）
→近代遺物がまじる。

2.　暗灰褐土	 地山土ブロックまじ
り。（ややなじんでい
る）

3.　黒灰褐土	 クロボク質。しまりな
し、焼土粒がわずかに
まじる。

4.　暗灰褐土	 ２層よりも地山土のま
じり方は少ない。

5.　黒灰褐土	 しまりなし。地山土粒
が少しまじる。

1.　黒灰褐土	 しまりなし、クロボク質。
2.　黄褐土	 クロボク土ブロックまじり、地山土ブロックまじり。
3.　暗灰褐土	 粘性あり、粒子は細かい。地山土粒まじり。
4.　暗黄褐土	 地山ブロックまじり、ややしまりあり。
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諸田遺跡・戸入道地区

第8図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−１３,１４（S＝1/６０）
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1.　暗灰褐土	 クロボク質がまじる（なじんでいる）。地

山ブロックが全体的に多くまじる。
	 	 　　　　　　　　　　　　　
2.　灰褐土	 砂まじり、1mm大の炭、焼土粒まじり。
3.　黒灰褐土	 クロボク質まじり、

4.　黄褐土	 地山土ブロック（塊）（なじんでいる）まじり。
5,6,3'　カマド周辺埋土。

埋没過程埋土

ＳＨ−１３

ＳＨ−１４
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諸田遺跡・戸入道地区

第9図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−１５（S＝1/６０）
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1.　黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。
2.　暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
3.　灰褐土	 砂まじり、地山ブロックまじり。
4.　暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
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第10図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−１８（S＝1/６０）
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第11図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−１９（S＝1/６0）

諸田遺跡・戸入道地区
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1.	 黒灰褐土	 砂まじり。しまりなし。
2.	 黒灰褐土	 黄褐土粒（3mm大）が全体的にまじる。　
3.	 黒灰褐土	 黄褐土粒（5cm～1cm大）が多くまじる。
4.	 黒灰褐土	 砂まじり。地山ブロックまじり。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり。粒子が細かくしまりなし。→流れ込み埋土。	

	 自然と白積埋土。
6.	 暗灰茶土	 砂まじり。粒子が細かくしまりなし。→住居内周溝
7.	 地山土、焼土粒まじり。→カマド周辺埋土。
8.	 炭褐色粘質土

一連の埋土｝
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諸田遺跡・戸入道地区

第12図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−２１,２２（S＝1/６０）
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ＳＨ−２５

諸田遺跡・戸入道地区

第13図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−２４,２５（S＝1/６０）
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諸田遺跡・戸入道地区

第14図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＨ−２６（S＝1/６０）
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1.　黒灰褐土	 ホクホクとしてしまりなし、クロボク質、ま
じりなし。

2.　黄灰褐土	 灰褐土まじり、粘性あり、しまりあり。
3.　黄褐土	 地山土起源、粘性強い。しまりあり。
4.　黒灰褐土	 １層と似ている。まじりなし。
5.　灰黄褐土	 地山土のまじりが少ない。粘性あり。

1.　黄褐土	 カマド本体、下部は被熱。
2.　暗灰褐土	 焼土、炭、粒まじり、黄褐土（カマド本体土

か）まじり。
3.　焼土、炭粒まとまり。

1.　黒灰褐土	 粒子は細かく、しまりなし。ホクホクとしている。なじん
だ地山土がまじる。

1'　色調がやや淡いが土質は１層と同質。
2.　灰茶褐土	 地山土塊が多くまじる。しまりなし、わずかに焼土粒。
3.　灰茶土	 砂まじり、焼土粒、炭粒が多くまじる。しまりなし、地山

土はまじらない。
	 	 ↓
	 	 炭片はこの層にパックされるようにみられる（床面直上）
3'　焼土、炭片がまとまってまじる。
4.　暗灰茶土	 焼土、炭粒まじり、しまりなし。
5.　黄茶褐土	 しまりあり、竪穴住居跡全体に散見される。被熱を受けた

かのように変色（赤変色）している。
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諸田遺跡・戸入道地区

第15図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−１,２,３,４,５,６,７（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質、土器片まじり。ホクホクとしてしま
りなし。

2.	 灰黄褐土	 粘質土。地山土ブロックまじり。（ややなじんで
いる）粘性あり。

3.	 黄灰褐土	 地山土のまじりに灰褐土がまじる。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。まじりがなく、しまりな
し。ホクホクとしている。粒子は細か
い。破線ライン上に土器片が散見する。

2.	 暗灰褐土	 クロボク質土ブロックがわずかにまじ
る。粘性あり。地山層の流れ込み。

3.	 灰茶土	 1mm大の白色粒まじり。粘性あり。
4.	 暗灰茶土	 2層と土質は同じ。地山ブロックがまじる。
5.	 黄茶褐土	 地山土起因の土。粘性あり。しまっている。黄褐地山

ブロックがわずかにまじる。
6.	 暗黄茶褐土	 粘性あり。砂まじりの粘質土。地山土粒がまじるが全

体的になじんでいる。
7.	 暗灰茶土	 粘性あり。粒子が細かい。粘質土。地山土粒もまじる

がなじんでいる。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。まじりなし。やや粘性あり。土器
片はこの中に含まれる。

2.	 暗灰褐土	 地山粒まじり。
3.	 黄灰褐土	 地山土粒まじり。ややしまっている。
4.	 灰褐土	 地山土粒が多くまじる。粘性あり。
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第16図　諸田遺跡　戸入道地区
ＳＫ−８,９,１０,１１,１２,１３,１４,１５,１６,１７,１８,１９,２０（S＝1/６0）
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諸田遺跡・戸入道地区

第17図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−２３,２４,２５（S＝1/６0）

ＳＫ−２４

ＳＫ−２3

SKー２5
埋土

SKー２4
埋土

SKー２4
埋土

SKー２3
埋土

ＳＫ−２5

ＳＫ−２３,２４,２５

1
2
,0
0
0

12,000

11,900

11,800

A

A
A'

A'

B

B

B'

B'

14

4

7

7

9

5

5

8

16 8

9

6

12

17

2
39 11

13
15

1516
13

18 19

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。
2mm大の焼土粒まじり。それ以外はまじら
ない。

2.	 暗灰褐土	 黄褐色地山ブロックがまじる。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。
4.	 黒灰褐土	 クロボク質。1層と比べて焼土粒まじり方が

多い。白色小レキまじり。ややしまりあり。
5.	 黒灰褐土	 4層と比べしまりなし。

6.	 淡灰褐土	 しまりなし。2mm大の焼土粒がわずかにま
じる。

7.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。ま
じりなし。

8.	 黄灰褐土	 地山土粒（全体的になじんでいる）まじり。
砂まじり。

9.	 黒灰褐土	 地山土粒（全体的になじんでいない）が多く
まじる。砂まじりでしまりなし。

11.	 暗黄灰褐土	 地山土粒が全体的にまじる。ややなじんで
いる。砂まじりでしまりなし。

12.	 暗灰褐土	 やや粘性あり。砂まじり。
13.	 黒灰褐土	 地山土粒が全体的にまじる。（あまりなじ

んでいない）
15.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。

やや粘性あり。
16.	 暗黄灰褐土	 地山土粒まじり。砂まじり。やや粘性あ

り。
17.	 淡黒灰褐土	 クロボク質でしまりなし。小円レキまじ

り。
18.	 淡黒灰褐土	 地山土粒が全体的にまじる。（ややなじん

でいる）
19.	 黄灰褐土	 地山土粒がまじる。（ややなじんでいる）

粘性あり。

｛

｛ ｛
｛
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第18図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−２２,２６,２７,２８,２９,３０（S＝1/６0）
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	 	 　　　上層の水田層の影響をうけている。
1.	 黒灰褐土	 粘性あり。しまりあり。２cm大の小円レキが混じる。
2.	 黒灰褐土	 地山土粒が多くまじる。
3.	 黒灰褐土	 ホクホクとしてしまりなし。
4.	 黄灰褐土	 なじんでいる。地山土が全体的にまじる。しまりな

し。自然堆積。2～4層は自然堆積の可能性が高い。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。
2.	 暗黄灰褐土	 ややなじんだ地山土が全体的にまじる。
3.	 暗黄灰褐土	 2層と比べ地山土のまじり方が少ない。
4.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりなし。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまりなし。
6.	 灰褐土	 地山土粒まじり。やや粘性あり。
	 　　　陥し穴底に堆積した埋土（自然堆積）

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまり
なし。まじりなし。

2.	 黄灰褐土	 地山土（黄灰色土）がまじる。しま
りなし。

3.	 暗黄灰褐土	 2層よりも黄灰色土のまじり方が少
ない。

4.	 黒灰褐土	 クロボク質でしまりなし。まじりな
し。

5.	 灰褐土	 やや粘性あり。砂まじり。
	 　　　底に堆積した埋土。

1.	 黒灰褐土	 SK28の1層と同質
2.	 黒灰褐土	 1層と同質。やや砂まじり。
3.	 暗黄灰褐土	 SK28の2層と同質。
4.	 黒灰褐土	 1層と同質。
5.	 灰褐土	 SK28の6層と同質。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ホクホクとしてしまりな
し。まじりなし。

2.	 暗黄灰褐土	 全体的に黄灰褐土がまじる。（なじんで
いる）

3.	 黒灰褐土	 1層と同質。
4.	 暗黄灰褐土	 2層と同質。
5.	 黒灰褐土	 1層と同質。
6.	 灰褐土	 やや粘性あり。砂まじり。

1.	 黒灰褐土	 SK28の1層と同質。
2.	 暗黄灰褐土	 SK28の2層と同質。
3.	 暗茶褐土	 粒子は細かく、砂まじり、しまりなし。
4.	 黄灰茶土	 地山土ブロックまじり。（ややなじんでいる）
5.	 灰褐土	 やや粘性あり。砂まじり。

全体的にまじっている。
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諸田遺跡・戸入道地区

第19図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−３１,３２,３３,３４（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 SK28の1層と同質。
2.	 暗黄灰褐土	 SK28の2層と同質。
3.	 暗黄茶土	 2層と似た土質。砂まじり。粒子は細かい。
4.	 暗茶褐土	 粒子が細かく砂まじり。
	 　　	3,4層は一連の堆積層
5.	 灰褐土	 やや粘性あり。砂まじり。

1.	 黒灰褐土	 SK28の1層と同質。
2.	 暗黄灰褐土	 SK28の2層と同質。
2'.	 暗黄灰褐土	 SK28の2層と同質。砂まじり。
3.	 暗黄灰褐土	 2層に1層がまじる。
4.	 黒灰褐土	 1層と同質。
5.	 黒灰褐土	 1層と同質。砂まじり。
6.	 暗黄灰褐土	 小レキ（3mm大程）がまじる。砂まじり。
7.	 灰褐土	 やや粘性あり。砂まじり。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質でしまりなし。地山土粒が極わずかまじる。
	 　　	1層中より須恵土器杯片出土。
2.	 黄灰褐土	 地山土ブロック（なじんでいない）が全体的に多くまじ

る。
3.	 暗灰褐土	 クロボク質土まじり。
3’.	淡灰褐土	 地山土粒まじり。
4.	 暗灰褐土	 砂まじり。やや粘性あり。
	 　　	陥とし穴とは考えられないような土層の様相。
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第20図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−３５,３６（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 まじりなし。クロボク質でホクホクとしている。
2.	 灰褐土	 3～5mm大の地山土粒が全体的に多くまじる。
3.	 灰褐土	 2層と同質だが、地山土粒はまじらない。
4.	 暗灰褐土	 クロボク質土がまじる。しまりなし。
5.	 灰褐土	 クロボク質土がまじる。しまりなし。
6.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじる。（多く）（なじんでいない）
7.	 暗黄灰褐土	 地山土（なじんでいる）が全体的にまじる。
8.	 灰褐土	 地山土まじらない。砂まじりでしまりなし。
9.	 黄褐土	 地山土ブロックまじり土。
10.	 暗黄灰褐土	 地山土がなじんでまじっている。
11.	 黒灰褐土	 2mm大の焼土粒がまじる。1層と同質。
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諸田遺跡・戸入道地区

第21図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−３７,３８,３９,４０,４１,４２,４３（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。
2.	 暗黄灰褐土	 SK28の2層と同質。
3.	 暗茶褐土	 粒子は細かく砂まじり。
4.	 灰褐土	 やや粘性あり。砂まじり。
　　　　　SK27と同様の堆積状況。
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第22図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−４４,４５,４６,４７,４８,４９（S＝1/６0）

ＳＫ−４４

ＳＫ−４５

ＳＫ−４６

ＳＫ−４７

ＳＫ−４８

ＳＫ−４９

諸田遺跡・戸入道地区

12,000

1
2
,0
0
0

12,000

1
2
,0
0
0

12,000

1
2
,0
0
0

11,500

12,000

12,000

1
2
,0
0
0

1
2
,0
0
0

1
1
,5
0
0



73

諸田遺跡・戸入道地区

第23図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−５０,５１,５２,５３,５４,５５（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質で、しまりなし。
まじりなし。

2.	 灰褐土	 砂まじり。しまりなし。黄褐
色地山土、粒まじり。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。
2.	 暗灰褐土	 しまりなし。粒子は細かい。
3.	 灰褐土	 粘性あり。地山土粒まじり。
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第24図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−５６,５７（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質でホクホクとする。しまりなし。
2.	 暗灰褐土	 地山土塊がまじる。（なじんでいない）砂まじり。しまりなし。
2'.	 暗灰褐土	 地山土塊なし。あとは2層と同質。
3.	 灰褐土	 砂まじり。やや粘性あり。地山土ブロックまじり。
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11,500

諸田遺跡・戸入道地区

第25図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−５８（S＝1/４０）
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諸田遺跡・戸入道地区

第26図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＫ−５９（S＝1/６0）
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ＳＢ−１

ＳＢ−2

諸田遺跡・戸入道地区

第27図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−１,２（S＝1/８０）
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1.　暗灰褐土	 1mm大の焼土まじり。
2.　黄灰褐土	 地山土ブロック（なじんでいない）まじり。しまりあり。
3.　灰黄褐土	 地山土ブロックがわずかにまじる。
4.　黄灰褐土	 ２層よりも地山土のまじりは少ない。しまりあり。
5.　暗灰褐土	 焼土粒まじり、砂まじり。しまりなし。柱痕。

1.　灰褐土	 地山土粒まじり、
しまりなし。

4.　黒灰褐土	 まじりなし、しま
りなし、クロボク
質。

5.　灰褐土	 地山ブロックまじ
り、ややしまりあ
り。

6.　黄灰褐土	 地山土粒まじり、
ややしまりあり。
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ＳＢ−３

ＳＢ−４

第 28図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−３,４（S＝1/８0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。
2.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。砂

まじり。
3.	 灰黄褐土	 砂まじり。地山粒まじり。
4.	 灰褐土	 砂まじり。

1.	 暗灰褐土	 やや粘性あり。まじりなし。
2.	 灰黄褐土	 地山ブロックがまじり、やや

粘性あり。
3.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。
4.	 灰褐土	 砂まじり。しまりなし。
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第29図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−５,６（S＝1/８０）
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1.　暗灰褐土	 ややしまりあり、
3mm大の焼土粒、炭
粒が比較的多くまじ
る。

2.　黒灰褐土	 ホクホクとして、しま
りなし。

3.　黄褐土	 地山土起源、しまりあ
り。

4.　灰褐土	 粘性あり、しまりあ
り、地山土粒まじり。

ＳＢ−８

ＳＢ−７

諸田遺跡・戸入道地区

第30図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−７,８（S＝1/８０）
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第31図　諸田遺跡　戸入道地区
ＳＢ−９,１０（S＝1/８０）
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諸田遺跡・戸入道地区

1.　灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
2.　暗灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじりでしまりなし。
3.　黄灰褐土	 地山土ブロックまじりで、粘性あり。
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第32図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−１１,１２（S＝1/８0）

諸田遺跡・戸入道地区
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1.	 黒灰褐土	 砂まじり。ホクホクとして、
しまりなし。

2.	 灰黄褐土	 砂まじり。やや粘性あり。
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諸田遺跡・戸入道地区

第33図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−１３,２９,１４（S＝1/８０）
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1.　黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし、地山
土粒がわずかにまじる。

1'.　黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし、まじ
りなし。

2.　灰褐土	 クロボク質土ブロック、地山土
ブロック。

1.　黒灰褐土	 クロボク質、しまりややあり。
2.　暗灰褐土	 地山土まじり、やや粘性あり、

しまりあり。
3.　黒灰褐土	 クロボク質、地山ブロックまじ

り。
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第34図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−１５,１６（S＝1/８0）

諸田遺跡・戸入道地区
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。1mm大の
焼土粒まじり。

2.	 灰褐土	 砂まじり。地山土まじり。
3.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。炭まじり。
4.	 灰黄褐土	 地山土クロボク質土ブロックまじり。
5.	 黄褐土	 地山土起源土。しまりあり。
6.	 黄褐土	 ブロックまじり。粘性あり。
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諸田遺跡・戸入道地区

第35図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−１７,１８（S＝1/８0）
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第36図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−１９,２０（S＝1/８0）
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諸田遺跡・戸入道地区

第37図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−２１,２２（S＝1/８0）
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第38図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−２３,２４（S＝1/８０）
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第39図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＢ−２５,２６（S＝1/８0）
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諸田遺跡・戸入道地区

第40図　諸田遺跡　戸入道地区
ＳＢ−２７,２８,３０（S＝1/８０）
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諸田遺跡・戸入道地区

第41図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＴ−１,９,１３,１５（S＝1/２0）　以外は（S＝1/４0）
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第 42図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＦ−１（S＝1/100）
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諸田遺跡・戸入道地区

第43図　諸田遺跡　戸入道地区　ＳＦ−１（S＝1/40）
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1.	 黒灰褐土	 やや粘性あり。地山土粒
まじり。

2.	 灰褐土	 地山土ブロックまじり。
砂まじり。

3.	 黄褐土
4.	 暗灰褐土	 地山土ブロックまじり。
5.	 淡黄褐土	 地山土をしめている。と

ても強くしまっている。
6.	 暗灰褐土	 地山土まじり。
7.	 暗灰褐土	 やや粘性。
8.	 淡灰褐色土	 粘性。しまり強い。小レ

キまじりで、底面にはり
つけている。

1.	 暗灰褐土
　1'.	 黒灰褐土
2.	 黒灰褐土	 粘性あり。
　2'.	 黒灰褐土	 砂まじり。
　2''.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり。
3.	 灰色粘質土	 粘性あり。
　3'.	 黄褐土
4.	 灰色粘質土	 3mm大の地山土粒が全体的に多

くまじる。
5.	 灰色粘質土	 4層と同質だが、4層と比べ地山

土のまじり方が少ない。
6.	 暗灰色粘質土	 砂まじり。地山土粒がわずかにま

じる。
7.	 暗灰色粘質土	 砂まじり。2mm大の地山土粒ま

じり。
8.	 暗灰色粘質土	 砂が多くまじる。ややなじんだ地

山土粒まじり。
9.	 黄灰褐土	 3mm大のなじんでいない地山土

粒が多くまじる。

10.	 灰黄褐土	 やや粘性あり。
11.	 黄褐土	 地山土とクロボク質がブロック状にまじ

る。
12.	 灰黄褐土	 粘性が強い。
13.	 灰褐土	 砂まじり。2mm大の黄褐土ブロックま

じり。
14.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまっている。
15.	 暗灰褐土	 粘性あり。砂まじり。
16.	 暗灰色粘質土	 →7層と同質。やや多く砂がまじる。
17.	 黄茶土	 砂がとても多くまじる。しまっている。
18.	 黄茶土	 砂はあまりまじらない。粘性あり。
19.	 暗灰褐土	 砂まじり。粘性あり。
20.	 灰褐土	 粘性あり。砂まじり。地山土粒まじり。
21.	 灰褐土	 20層とほぼ同質。地山土のまじり方が

多い。
22.	 黄褐土
23.	 暗灰色土	 粘性あり。
24.	 灰褐土	 砂まじり。地山土ブロックまじり。粘質

土まじり。
25.	 灰褐土	 24層と比べ砂のまじり方が多い。

一連のもの

一連のもの

一連のもの

｛
｛

｛
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。粘性が強い。
2mm大の焼土粒がわずかにまじる。

2.	 灰褐土	 粘性が強い。砂まじり。地山土粒まじり。
3.	 暗灰褐土	 焼土粒まじり。

1.	 黒灰褐土	 粘性あり。
2.	 黄褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり、しまっ

ている。
3.	 黄灰褐土	 地山土
4.	 灰褐土	 砂まじり、粘性あり、しまっている。

1.	 黄茶褐土	 地山土と暗灰褐土がブロック状にまじって
いる。カマド本体土。内側が被熱してい
る。

2.	 暗灰褐土	 2～3mm大の焼土粒まじり。
3.	 暗灰褐土	 1cm大の焼土粒まじり。
4.	 灰茶褐土	 2mm～1cm大の焼土粒と3mm大の炭粒

が多くまじる。
5.	 黄茶褐土	 カマド本体土と同質の土。カマド本体がく

ずれたもの。
6.	 灰褐土	 砂まじり、やや粘性あり。
7.	 淡灰褐土	 焼土粒まじり、砂まじり。
8.	 灰褐土	 地山土、粒まじり、やや粘性あり。
9.	 黄褐土	 クロボク質、粒がまじる。
4'.	 灰黄褐土	 ４層よりも粒土のまじりがやや少ない。
10.	 赤茶褐土	 1～2cm大の焼土粒がとても多くまじる。

焼土粒のみの層といってもよい。カマド本
体土、破壊時におちたものをまとめて埋め
たのか。

11.	 淡黄灰褐土	 灰白色土まじる。しまっている→カマド封
時の埋土か。

12.	 強く被熱している。平面は平坦ではなく、多少凸凹し
ている。カマド使用時に本体からハク落し
た土か。

13.	 住居埋土
	 黒灰褐土	 2mm大の焼土粒がわずかにまじる。

諸田南遺跡・古池地区

第1図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＨ−１（S＝1/６０）
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第2図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−１,２,３,４,５,７,８（S＝1/６０）
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諸田南遺跡・古池地区

第3図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−９,１０,１１,１２,１３（S＝1/６０）
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1.	 暗灰褐土	 炭、焼土粒（2mm前後の小さい粒）がわずかにまじる。比較的し
まっている。

2.	 灰黄褐土	 地山土粒（あまりなじんでいない）がまじる。粘性ややあり。
1'.	 暗灰褐土	 炭、焼土などのまじりはない。しまりなし。
2'	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。
3.	 暗灰褐土	 １層と基本的には同質。白色小レキ粒が多くまじっている。しまっ

ている。
4.	 灰白色粘土	 多くの砂、小レキがまじり、ざらざらとした感じの埋土。（地山土

のような感じ）土器や焼土、炭などは、ほとんどまじっていない。
5.	 暗灰褐土	 ３層と比べ４層起因と思われる白色小レキが多くまじる。それ以外

は（３層とほぼ同質）

｝ ｝
｝

6.	 灰黄色土	 地山土が全体的になじんでいる。白色小レキ粒まじり。
7.	 灰黄色土	 地山土粒はあまりなじんでいない→地山土のブロックと

考えてよい。
SKに埋土

SK12,13以外の
遺構埋土

底部に堆積する
埋土
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諸田南遺跡・古池地区

第4図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−１４,１５,１６,１７,１８,１９,２０,２１（S＝1/６０）
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諸田南遺跡・古池地区

第5図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−２２,２３,２４,２７,２８
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・

諸田南遺跡・古池地区

第6図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−２５,２６,２９,３０（S＝1/６０）
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1.	 暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし。白色小レキ粒が多くまじる。
2mm大の焼土粒まじり→柱穴埋土

2.	 暗灰茶土	 白色小レキ粒まじり、焼土のまじりはきわめて少ない。色
調が１層と比べやや暗い。

3.	 暗灰褐土	 小レキ粒まじり、土器片もある程度含まれる。しまりな
し。

4.	 黄灰褐土	 砂まじり、地山土粒がまじる（ややなじんでいる）。
5.	 灰茶褐土	 地山土ブロック（ややなじんでいる）まじり。砂まじり。
	 ↓
　５層が斜めに入っている事から、SK25と 26が分割できる事がわかった。
6.	 暗灰褐土	 焼土粒まじり、砂まじり、ややしまりあり。
7.	 暗灰褐土	 地山土粒（なじんでいない）が多くまじる。
	 	

｛

｛
｛
｛

8.	 暗灰褐土	 炭、焼土粒（3mm大）が全体的にまじる。灰白色粘質
土ブロックが混入する。

9.	 黄灰褐土	 地山土粒（ややなじんでいる）まじり、砂まじり。やや
粘性あり。

別遺構

一連の埋土

一連の埋土

柱穴埋土 SK31で
土器で取上げる
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諸田南遺跡・古池地区

第7図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−３２,３３,３４
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし、まじりはあまりな
し（土器片わずか）

2.	 暗灰褐土	 地山土粒（なじんでいる）がまじる。
3.	 暗灰褐土	 ２層と比べ地山土粒のまじりがはっきりとし

ている。２層と比べ（ややなじんでいない）
4.	 黒灰褐土	 全体的に砂まじり。地山土粒がわずかにまじ

る。
5.	 黄灰褐土	 1cm大の地山土ブロック、灰褐土がなじん

でいない状態でまじる。粘性があり、わりと
しまりあり、土坑内の床面に平均にみとめら
れる。

6.	 灰黄褐土	 ５層と比べ地山土ブロックのまじりが少な
い。

7.	 淡黄褐土	 地山土ブロック。
8.	 淡黄茶褐色地山ブロック、地山土ブロックのまとまり。

｛１連の
埋土
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諸田南遺跡・古池地区

第8図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−３５,３７,３９,４３（S＝1/６０）
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諸田南遺跡・古池地区

第9図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＫ−４０,４１,４２,４４,４５,４６,４７,４８,４９,５０,５１,５３,５４,５５
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A' A

諸田南遺跡・古池地区

第10図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＫ−３８,５２（S＝1/６０）
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諸田南遺跡・古池地区

第11図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−１,２（S＝1/８０）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質土でしまり
なし。白色小レキ粒ま
じり。地山土粒まじ
り。（SB2	６層に似
る）

2.	 黒灰褐土	 地山土ブロックまじ
り。（なじんでいな
い）地山土ブロックの
まじる比率はひくい。
ややしまりあり。

3.	 灰黄褐土	 砂まじり、地山土ブ
ロック（なじんでいな
い）、炭粒まじり。

4.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじ
り、砂まじり、しまり
ややあり。

5.	 黒灰褐土	 クロボク質、灰白色粘
質土ブロックまじり。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質でしまりなし、
地山土粒をわずかに含む。

2.	 黄褐土	 クロボク質土と地山土がま
じる。（なじんでいない）
地山土の比較が高い。粘性
あり、ややしまっている。

3.	 黒灰褐土	 クロボク質土、まじりはな
い。

4.	 灰黄褐土	 地山土、粒まじり。ややな
じんでいる、粘性あり、や
やしまっている。

5.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山土ブロッ
クが多くまじる（なじんで
いない）

6.	 黒灰褐土	 白色小レキ粒まじり。砂ま
じり。

7.	 黒灰褐土	 １層と同質。灰白粘質土ブ
ロックがまじる。
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ＳＢ−３

ＳＢ−４

諸田南遺跡・古池地区

第12図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−３,４（S＝1/８０）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。
2.	 黒灰褐土	 クロボク質土中に地山土粒まじり。しまりややあり。
3.	 暗黄灰褐土	 クロボク質土と地山土ブロックまじり。
4.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじり。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり、ややしまっている。
6.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり、粘性あり。
7.	 灰白色粘質土塊（１層中にまじる）

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。砂まじり
で、しまりなし。白色レ
キ粒まじり。

2.	 灰白色粘質土	 ブロック（塊）状でまじ
る。きめの細かい粘質土
で、小レキもあまりまじ
らない。

3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。
粘性あり。

4.	 黒灰褐土	 クロボク質で、地山土
粒がブロック状（0.5～
1cm大）でまじる。

5.	 黒灰褐土	 クロボク質でしまりな
し。白色レキ粒まじり。

6.	 灰黄褐土	 砂まじり、しまりなし。
7.	 灰黄褐土	 地山土ブロックがわずか

にまじる。砂まじり、や
やしまりあり。

8.	 暗灰褐土	 クロボク質でしまりな
し。まじりなし。
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諸田南遺跡・古池地区

第13図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−５,６,７（S＝1/８０）

ＳＢ−５

ＳＢ−６

ＳＢ−７

11,900

1
1
,9
0
0

1
2
,0
0
0

1
2
,0
0
0

12,000

1
2
,0
0
0

12,000
12,000

1
2
,0
0
0

12,000

12,000 12,000 12,000

11,900

11,900 11,900 11,900 11,900
11,900 11,900 11,900

11,900

1
1
,9
0
0

3

3

3

3

3
3

3

3
33

3

3' 3' 3'

3' 3'
3'

3'

3

3

1

1

1

8

1

111
1

1
1

1

1

1

4

4

4

4

444

4

4

4
4

4

4

2
2

2

2

2

22

2

22

22

2
2

2

2

5

5 5
5

5 5

5

55
55

5

5

5

６

６

６ ６

６

６
６

６

６

６

7

7 7
7 7

7

7

8

8

8

9

4

9

9

P5

10

A'

A'

A'

A'

A'

A'

A

A

A

A

A

A

B'

B'

B'

B'

C'

C'

C'

C'

D'

D'

D

D

E'

E'

F'

F'

E

E

F

F

B

B

B

B

C

C

C

C

G'

G'

G

G

H'

H'

H

H

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。
2.	 灰褐土	 地山土粒まじり、砂まじり。
3.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり。
3'	 ３層よりも地山土のまじりが多い。
4.	 黄褐土	 地山土中に黒灰褐土がまじる。粘性あり。
5.	 黄灰褐土	 クロボク質土、地山土がブロック状にまじる。粘性あり。
6.	 灰白色粘質土のまとまり、被熱したような塊も中に含まれる。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質土。地山ブロッ
ク（なじんでいない）が全
体的に多くまじる。しまり
なし。

2.	 灰黄褐土	 地山土ブロック（なじんで
いない）が全体的に多くま
じる。砂まじり。しまりな
し。

3.	 黒灰褐土	 クロボク質土、2～4mm
大の焼土粒が全体的にまじ
る。灰白色粘質土ブロック
まじり。しまりなし。

4.	 灰黄褐土	 砂まじり、やや粘性あり。
5.	 黄灰褐土	 地山土とクロボク質土がや

やなじんでまじる。
6.	 暗黄灰褐土	 ５層と比べ地山土とクロボ

ク質土がなじんでいない。
7.	 暗黄灰褐土	 ６層と比べ地山土とクロボ

ク質の粒が大きく、なじん
でいない。

8.	 黒灰褐土	 まじりなし、しまりなし、
クロボク質土。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりな
し、地山土粒（なじんで
いない）がわずかにまじ
る。

2.	 灰黄褐土	 地山土粒（ややなじんで
いる）まじり、砂まじ
り、やや粘性あり。

4.	 暗灰黄褐土	 砂まじり、地山土ブロッ
クまじり。

6.	 黒灰褐土	 １層中に地山土ブロック
（1cm大）（ややなじん
でいる）まじり。

8.	 黒灰褐土	 ５層に比べ砂まじり、地
山土粒まじり。

ＳＢ−７
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5.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。灰白色粒砂土（カベ土？）まじり。
7.	 黄灰褐土	 地山土粒まじり。粘性あり。
8.	 黒灰褐土	 ５層と比べ灰白色土がまじらない。

諸田南遺跡・古池地区

第14図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−８,９（S＝1/８０）
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1.	 暗灰褐土	 地山土粒がわずかにまじる。しまりなし。砂まじり。
2.	 灰褐土	 地山土ブロックまじり。
5.	 黄褐土	 地山土の粘性、しまりあり。
6.	 黄灰褐土	 地山土粒まじり。しまりややあり。
7.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山土ブロック（ややなじむ）まじり。やや粘性あり。

1.	 暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
2.	 黒灰褐土	 ブロックまじり土。粘性あり。
3.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。
4.	 灰褐土	 砂まじり。粘性あり。
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第15図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−１０（S＝1/８0）
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1.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。なじんでいない。
2.	 暗灰褐土	 土器片まじり。砂まじり。粘性あり。
3.	 灰褐土	 地山土粒まじり。粘性あり。
4.	 淡灰褐土	 砂まじり。粘性あり。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまりなし。地山土粒まじり。
6.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。ややなじんでいる。粘性あり。
7.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山土ブロックまじり。ややしまりあり。
8.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。
9.	 黄褐土	 地山土、粘性あり。しまっている。
10.	 灰褐土	 焼土粒まじり。砂まじり。しまりなし。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。砂まじり。
2.	 暗灰褐土	 焼土粒まじり。砂まじり。ややしまりあり。
3.	 灰褐土	 砂まじり。ややしまりあり。
4.	 黄灰褐土	 2層中に地山ブロックが多くまじる。
5.	 黄褐土	 地山土と暗灰褐土のまじり。粘性が強くしまっている。
6.	 黄褐土	 クロボク質と地山土が同じ割合でまじっている。（なじ

んでいない）粘性がありしまっている。
7.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまりなし。
8.	 灰黄褐土	 粘性あり。クロボク質土がややなじんでまじる。焼土粒

まじり。
9.	 黒灰褐土	 クロボク質。ややしまっている。
10.	 暗灰褐土	 砂まじり。灰白粘質土まじり。
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諸田遺跡・古池地区

第16図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−１１（S＝1/８0）
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1.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。しまっている。
2.	 灰黄褐土	 地山土ブロック。クロボク質土まじり。粘性あり。しまっている。
3.	 クロボク質土中に地山ブロックまじり。粘性あり。
4.	 灰黄褐土	 地山土粒わずかにまじり。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまりややあり。
6.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。砂まじり。
7.	 黒灰褐土	 クロボク質土。地山土粒まじり。
8.	 黄褐土	 地山土ブロックまじり。
9.	 黒灰褐土	 クロボク質。焼土粒まじり。
10.	 黄褐土	 地山土。粘性あり。しまりあり。
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諸田遺跡・古池地区

第17図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−１２（S＝1/８0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。ややしまりあり。
2.	 黄褐土	 地山土中に暗灰褐土がまじる。ややしまりあり。
3.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり。
4.	 暗灰褐土	 砂まじり。ややしまりあり。
5.	 黒灰褐土	 地山土とクロボク質まじり。粘性あり。
6.	 灰褐土	 灰色粘質土がわずかにまじる。
7.	 黄灰褐土	 地山土粒まじり。粘性あり。しまりあり。
8.	 灰褐土	 砂まじり。ややしまりあり。
9.	 黒灰褐土	 1層よりもややしまっている。
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諸田南遺跡・古池地区

第18図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＢ−１３（S＝1/８０）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。砂まじり。しまりなし、地山土粒がまじる。
2.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり（なじんでいない）。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロック、灰褐土ブロックまじり。しまっている。
4.	 灰黄褐土	 地山土ブロック、クロボク質土ブロックまじり、しまっている。
5.	 灰黄褐土	 地山土粒、灰褐土まじり。しまっている。
6.	 灰褐土	 砂まじり。しまっている。
7.	 淡黄褐土	 地山土粒と砂まじり、粘性あり。しまっている。
8.	 黒灰褐土	 クロボク質土、灰褐土粒まじり。ややしまっている。

N'

O'

N

O

9.	 黄灰褐土	 地山土粒、灰褐土粒まじり。
10.	 ８層中に地山土粒まじり。
11.	 灰褐土	 地山土粒まじり、しまっている。
12.	 灰褐土	 クロボク質土ブロックがわずかにまじる。
13.	 黄褐土	 地山土をつきしめている。
15.	 灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりな
し。

2.	 暗灰褐土	 地山土ブロックまじり、
砂まじり。

2''.	 暗灰褐土	 クロボク土まじり。
2'.	 暗灰褐土	 地山土（なじんでいる）

まじり。
3.	 黄灰褐土	 地山土中にクロボク土が

わずかにまじる。
4.	 暗灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじ

り、しまりなし。
5.	 黄灰色粘質土のかたまりまじり、乾

燥して、ボソボソしてい
る。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし、砂まじり。
2.	 灰白色粘砂土　地山土粒まじり。
3.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじり、ややしまっている。
4.	 灰褐土	 ３層と比べ地山土粒のまじりは少ない。
5.	 黒灰褐土	 クロボク質、ややしまっている。地山土粒まじり。
6.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。
7.	 灰黄褐土	 地山土ブロック、灰褐土ブロックまじり。
8.	 黄灰褐土	 地山土粒、クロボク質土粒まじり。
9.	 黒灰褐土	 地山土ブロックが多くまじる。やや粘性あり。
10.	 淡灰褐土	 地山土粒まじり、しまりなし。
11.	 黄灰茶土ブロック（地山起因）

諸田南遺跡・古池地区

第19図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＢ−１４,１５（S＝1/８０）

ＳＢ−１４

ＳＢ−１５
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第20図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−１６（S＝1/８0）
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1.	 暗灰褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。しまりなし。
2.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。（なじんでいない）粘性あり。しまっている。
3.	 黄褐土	 地山土を一度掘りかえしそのまま埋め込んでいるため。暗灰褐土のまじ

り込みがとても少ない。粘性あり。しまっている。
4.	 黒灰褐土	 別遺構埋土。
5.	 黄灰褐土	 5mm大の地山ブロック（なじんでいない）が多くまじる。
6.	 灰褐土	 砂まじり。ややしまっている。
※2,3,5,6層は粘性が強くしまっている。
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2.	 暗灰褐土	 しまりなし、砂まじり。
3.	 暗灰褐土	 焼土、地山土粒まじり、しま

りなし。
4.	 灰黄褐土	 砂まじり、しまりややあり。
5.	 灰褐土	 砂まじり、しまりややあり。
6.	 黄灰褐土	 地山土粒（なじんでいる）ま

じり。砂まじり。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、砂まじ
り、しまりなし。

2.	 黒灰褐土	 砂まじり、ややしまり
あり。

3.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり、砂ま
じり、ややしまりあ
り。

4.	 黒灰褐土	 灰白色粘質土まじり、
地山土ブロックまじ
り。

5.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり、やや
しまりあり。

6.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒ま
じり。

7.	 黒灰褐土	 地山土まじり、炭粒ま
じり。

8.	 暗灰褐土	 砂まじり、ややしまり
あり。

諸田南遺跡・古池地区

第21図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＢ−１７,１８（S＝1/８０）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質、砂まじり、しまりなし。
2.	 黒灰褐土	 砂まじり、ややしまりあり。
3.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり、砂まじり。ややしまりあり。
6.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじり。
7.	 黒灰褐土	 地山土まじり、炭粒まじり。
8.	 暗灰褐土	 砂まじり、ややしまりあり。
9.	 黄褐土	 地山土ブロックまじり。
10.	 黄灰褐土	 ややなじんだ地山土、粒まじり、粘性あり。
12.	 黒灰褐土	 地山土粒がわずかにまじる。ややしまりあり。
13.	 黒灰褐土	 地山土ブロック（なじんでいない）が多くまじる。粘性あり、しまっている。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、砂まじ
り、しまりなし。

2.	 黒灰褐土	 砂まじり、ややしま
りあり。

4.	 黒灰褐土	 灰白色粘質土まじ
り、地山土ブロック
まじり。

6.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒
まじり。

9.	 黄褐土	 地山土ブロックまじ
り。

10.	 黄灰褐土	 ややなじんだ地山
土、粒まじり。粘性
あり。

12.	 黒灰褐土	 地山土粘がわずかに
まじる。ややしまり
あり。

13.	 黒灰褐土	 地山土ブロック（な
じんでいない）が多
くまじる。粘性あ
り、しまっている。

諸田南遺跡・古池地区

第22図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−１９,２０（S＝1/８０）
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1.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。
2.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。
3.	 黄褐土	 地山が一度掘られた後、再

度うめられたもの。粘性あ
り。

1.	 暗灰褐土	 1mm大の焼土粒まじり、砂
まじり。しまりなし。

2.	 暗灰褐土	 ややしまりあり、まじりな
し。

3.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり（ややなじ
んでいる）。ややしまりあ
り。

4.	 黄灰褐土	 地山土ブロック（なじんで
いない）が比較的多くまじ
る。粘性あり。

5.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒がわず
かにまじる。ややしまって
いる。

6.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。
7.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。
8.	 灰褐土	 地山土粒が全体的にまじ

る。ややしまりあり。
10.	 黒灰褐土	 クロボク質、地山土粒まじ

り、ややしまりあり。
11.	 黒灰褐土	 10層と比べ地山土のまじり

方がとても少ない。

諸田南遺跡・古池地区

第23図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＢ−２１,２２（S＝1/８０）
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第24図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−２３（S＝1/８0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山土粒わずかにまじり。しまりなし。砂まじり。
2.	 暗灰褐土	 ややしまっている。地山土粒まじり。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。
4.	 灰褐土	 砂まじり。地山土粒が全体的に多くまじる。やや粘性あり。
5.	 灰黄褐土	 なじんでいない。地山土のまとまりがまじる。粘性があり、しまっている。
6.	 黒灰褐土	 1層とほぼ同質。地山土のまじりが多い。
7.	 黄褐土	 地山土が掘られた後、埋められたもの、まじりはほとんどなく、粘性あり。
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諸田遺跡・古池地区

第25図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−２４（S＝1/８0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山土粒まじり。しまりなし。
2.	 灰褐土	 砂まじり。やや粘性あり。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックがまじる。粘性あり。
4.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり。砂まじり。やや粘性あり。
5.	 黒灰褐土	 やや粘性あり。
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1.	 暗灰褐土	 砂まじり、まじりなし、
しまりなし。

2.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり、粘性あ
り。しまりあり。

3.	 灰褐土	 砂まじり、地山土粒まじ
り、ややしまっている。

4.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり、
粘性あり。

5.	 黒灰褐土	 クロボク質土。しまりな
し。

6.	 黒灰褐土	 クロボク質、ややしまっ
ている。

1.	 黒灰褐土	 砂まじり、しまりなし。
2.	 暗灰褐土	 砂まじり、ややしまりあり。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり、ややしま

りあり。
4.	 灰黄褐土	 砂まじり、地山土粒まじり。
5.	 灰褐土	 砂まじり、ややしまりあり。
7.	 淡黄褐土	 砂まじり、ややしまりあり。
8.	 灰褐土	 地山土粒、砂まじり。
9.	 黒灰褐土	 クロボク質、ややしまっている。

諸田南遺跡・古池地区

第26図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−２５,２６（S＝1/８０）
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諸田遺跡・古池地区

第27図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−２７（S＝1/８0）
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1.	 黒灰褐土	 砂まじり。しまりなし。
2.	 暗灰褐土	 砂まじり。ややしまりあり。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。ややしまりあり。
4.	 灰黄褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。
5.	 灰褐土	 砂まじり。ややしまりあり。
7.	 淡黄褐土	 砂まじり。ややしまりあり。
8.	 灰褐土	 地山土粒。砂まじり。
9.	 黒灰褐土	 クロボク質。ややしまっている。
11.	 黒灰褐土	 1層と同質。同色地山土ブロックまじり。（なじんでいない）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質土。地山土粒わずかにまじる。
2.	 黄灰褐土	 地山土ブロックとクロボク質土ブロックまじり、しまっている。
3.	 灰黄褐土	 砂まじり、地山土粒まじり、しまりあり。
4.	 灰褐土	 砂まじり、粘性あり。
6.	 灰茶土	 砂まじり、しまりなし。焼土粒まじり。
7.	 暗灰褐土	 砂まじり、しまりなし。

2.	 黒灰褐土	 クロボク質、しまりなし。まじ
りは、ほとんどない。

3.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじり、砂まじ
り。

4.	 暗灰褐土	 砂まじり、地山土まじり（なじ
んでいる）。

5.	 灰黄褐土	 ３層と比べ地山土のまじる比率
が高い（ややなじんでいる）。

6.	 黒灰褐土	 クロボク質でしまりなし。地山
土粒まじり。

9.	 黄灰褐土	 地山土とクロボク質土がなじん
だ状況である。

諸田南遺跡・古池地区

第28図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−２８,２９（S＝1/８０）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質でしまりなし、
まじりなし。

2.	 黒灰褐土	 クロボク質でしまりなし。
地山土ブロック（なじんで
いない）まじり。

3.	 灰黄褐土	 砂まじり、やや粘性あり。
4.	 黄灰褐土	 地山土ブロック（2mm大

の粒状）が多くまじる。し
まりあり。

5.	 暗灰褐土	 しまりなし、まじりなし。
6.	 地山土ブロックがややなじんでまじる。
7.	 黒灰褐土	 １層と同質だが、灰白色粘

質土がまじる。
8.	 黒灰褐土	 クロボク質。地山土ブロッ

ク（2mm大）がまじる。
しまりなし。

1.	 黒灰褐土	 クロボク質、しなりなし。
2.	 黄灰褐土	 地山土ブロックとクロボク土ブロック

まじり。
3.	 灰褐土	 砂まじり、ややしまっている。
4.	 地山土ブロックまじり土（１層中に）
5.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり、粘性あり。
6.	 黒灰褐土	 しまりなし、地山土粒まじり。

諸田南遺跡・古池地区

第29図　諸田南遺跡　古池地区　ＳＢ−３０,３１（S＝1/８０）
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諸田遺跡・古池地区

第30図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−３２（S＝1/８0）

12,300

12,300

1
2
,3
0
0

12,3001
2
,3
0
0

12,300 12,300 12,300 12,300 12,300 12,300 12,300

A'

A

B'C'

D'

D

E'

F'

E

F

BC

3

3
3 3 3

3
3

1

1
1 1

1 1

4

4 4

5

2

2
2

2

2
2

2

2

5

4

６

６
６ ６

６

7

8

9
10

11

12

13

14

G'

G

H'

H

A'A B' C' D'D E' F'E FB C
G'GH'H

3 4 5 8 9
10 1113

1.	 暗灰褐土	 炭、焼土粒まじり。しまりなし。
2.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。
3.	 灰褐土	 砂まじり。わずかにしまっている。
4.	 暗灰褐土	 砂まじり。土器片、粒まじり。しまりなし。
5.	 黒灰褐土	 砂まじり。しまりややあり。
6.	 暗灰褐土	 砂まじり。ややしまっている。
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諸田遺跡・古池地区

第31図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−３３（S＝1/８0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。しまりなし。砂まじり。
2.	 黄灰褐土	 地山土とクロボク質土ブロックまじり。粘性、しまりあり。
3.	 黒灰褐土	 やや粘性あり。地山土粒まじり。→別pitの埋土。
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諸田遺跡・古池地区

第32図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−３４,３５（S＝1/８0）
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諸田遺跡・古池地区

第33図　諸田遺跡　古池地区　ＳＢ−３６（S＝1/８0）
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1.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり。しまりなし。
2.	 灰黄褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。
3.	 暗灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。ややしまりあり。
4.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。しまっている。
5.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり。ややしまっている。
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諸田南遺跡・古池地区

第34図　諸田南遺跡　古池地区
ＳＢ−３７,３８（S＝1/８０）

1.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり。しまりなし。
2.	 灰黄褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。
3.	 暗灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。ややしまりあり。
4.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。しまっている。
5.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり。ややしまっている。
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諸田遺跡・古池地区

第35図　諸田遺跡　古池地区　ＳＦ−１,２（S＝1/６０）
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1.	 灰色砂まじり土	 黄褐色地山土ブロック（まったくなじんでいない）まじり。土器片（須恵器片・土師器片）がまじる。ほとんどがコッパのよう
に小さな破片。砂がとても多くまじり、硬くしまっている。全面が硬化している。（乾燥すると硬化は強くなる）

2.	 黄茶褐色粘質土	 （地山）
3.	 暗灰褐土	 1層ほど砂はまじらない。白色小レキ粒（1mm大）まじり。粘性あり。硬化している。

1.	 暗灰褐土	 2～3mm大の地山土粒まじり。砂まじり。乾燥すると硬
くなるものの平常時には、さほどしまりのある土ではない。

2.	 黄茶褐土	 粘性あり。しまっている。地山土粒5mm以下まじり。
穴の底にうすく認められ、つきかためられたような埋土。
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諸田遺跡・南立地区

第1図　諸田遺跡　南立地区　ＳＨ−１,ＳＴ−１,ＳＤ−１（S＝1/４００）
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諸田南遺跡・南方地区

第1図　諸田南遺跡　南方地区　Ａ区　ＳＨ−１

（S＝1/６0）

（S＝1/６0）

（S＝1/４0）

（S＝1/４0）

13,000

1
3
,0
0
0

12,80012,500

12,500
1
2
,6
0
0

12,600

12,800

A'

A'

A

A

B'

B'

C'D'

D

B

B

C

3

3

3 3

1

1
1

1

1

4 4

4
地山ブロック

木の根

4

4

4

2

2

2

2

2

2

5

5

5

６

６

7

8 9

11 10

11

C'

D'

D

C

・ ・

・

・

・

・

・

・

ＳＨ−１カマド

1.	 黒褐土	 クロボク質。しまりなし。まじりなし。
2.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまりなし。
3.	 暗灰褐土	 砂まじり。地山粒まじり。
4.	 灰黄褐土	 地山粒まじり。ややしまりあり。
5.	 灰褐土	 砂まじり。しまりなし。まじりなし。3層とほぼ同質。

1.	 黒褐土	 焼土粒（1mm大）が全体的に少量まじる。土壌化した土。
2.	 褐黄土	 2～3mm大の焼土粒が多くまじる。
3.	 橙褐土	 1cm大
4.	 暗灰褐土	 2～3mm大の焼土粒まじる。砂まじり。
5.	 暗黄褐土
6.	 暗黄灰褐土	 粒子の比較的細かい土。地山土ブロック。
7.	 暗灰褐土	 2mm大の焼土粒まじり。土の粒子はわりと細かい。
8.	 暗灰褐土	 焼土（1mm大）粒まじり。砂まじり。
9.	 黄褐土	 焼土粒（3mm大）まじり。
10.	 暗黄褐土	 1～2mm大の焼土ブロックまじり。
11.	 灰茶褐土	 焼土粒（1～2mm大）がまじる。砂まじり。
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第2図　諸田南遺跡　南方地区　Ａ区　ＳＢ−１　ＳＫ−１,２（S＝1/６0）

諸田南遺跡・南方地区
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1.	 黒（灰）褐土	 クロボク質。しまりなし。（旧地山土）
2.	 暗灰褐土	 ややしまりあり。（旧地山土）
3.	 灰褐土	 ややしまりあり。（旧地山土）
4.	 灰褐土	 粘質土、粘性あり。砂まじり。小レキまじり。土坑が掘

られた後、短期間のうちに堆積した（自然に）埋土か。
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諸田南遺跡・南方地区

　　　　　	第 3図　諸田南遺跡　南方地区　Ａ区　ＳＫ−１,２,３,４,５,６,７（S＝1/６0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		Ｃ区　ＳＫ−１,２
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1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 暗灰褐土（焼土粒まじり土）
3.	 暗灰褐土（焼土粒まじり土）
4.	 地山土ブロック
5.	 黒褐土
6.	 黒褐土	 クロボク質土。
7.	 灰黄褐土	 やや粘性あり。

1.	 灰褐土	 砂まじり。
2.	 黒褐土	 クロボク質。
3.	 暗灰褐土	 地山土ブロックま

じり。砂まじり。

1.	 黒（灰）褐土	 クロボク質（旧地山土）
2.	 暗灰褐土	 土壌化をあまりいけていない埋土。（旧地山土）砂まじり。
3.	 暗灰褐土	 2層よりも砂のまじりが少なく、色調がややあわいが基本的には同質埋土。
4.	 黄灰褐土	 暗灰褐土ブロックまじり。やや粘性あり。
5.	 黄灰褐土	 地山土（黄褐土）ブロックまじり。やや粘性あり。
6.	 暗灰褐土	 砂まじり。やや粘性あり。　
7.	 灰黄褐土	 砂まじり。やや粘性あり。

8.	 暗灰褐土	 3層よりも地山土の
まじりが多い。

9.	 茶褐土
10.	 灰褐土
11.	 暗灰褐土	 根が多くみられる。

他の土ブロック土としてまじっていない。｝
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諸田南遺跡・南方地区

第4図　諸田南遺跡　南方地区　Ｃ区　ＳＫ−３,４
　　　　　　　　　　　　　　Ｄ区　ＳＨ−１
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諸田南遺跡・南方地区

第5図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＨ−１
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1.	 黄褐土	 地山土粒
1'.	 黄褐土
2.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。
3.	 黒灰褐土	 炭まじり土（炭は1mm大の粒状）。砂まじり。
4.	 暗灰褐土	 地山土粒（ややなじんでいる）まじり。砂まじり。
5.	 黒灰褐土	 焼土、地山土粒まじり。砂まじり。
6.	 炭灰褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。

7.	 茶褐土	 やや多めの焼土粒まじり。砂まじり。
8.	 茶褐土	 7層とほとんど同質。
9.	 暗黄褐土
10.	 暗灰黄褐土
11.	 淡灰黄褐土	 まじりは少ない。粘性あり。
12.	 淡灰黄褐土	 粘性あり。
13.	 暗黄褐土	 地山土粒まじり。
14.	 暗黄褐土	 地山土粒まじり。
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諸田南遺跡・南方地区

第6図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＨ−２　ＳＫ−４７
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1.	 灰茶褐土	 焼土粒。炭粒が多くまじる。
1'.	 灰茶褐土
2.	 淡灰茶褐土	 1層と比べ焼土、炭のまじりは少ない。地

山土粒まじり。
3.	 焼土塊・灰白粘土ブロック
4.	 黒褐土	 砂まじり。
5.	 黒褐土	 地山土粒まじり。
6.	 黒灰褐土	 砂まじり。
7.	 黒灰褐土	 焼土ブロックが多く含む。
8.	 黒褐土	 地山土ブロック。
9.	 黒灰褐土
10.	 灰黄褐土	 粘質土。
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諸田南遺跡・南方地区

第7図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＫ−３,４,５,６,７,９,１１（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 クロボク質。2～3mm大の炭・焼土粒が全体的にまじる。
2.	 暗灰褐土	 地山土粒（ややなじんでいる）まじり。砂まじり。粒子は細かい。

1.	 暗灰褐土	 3～5mm大の炭粒。地山土
粒まじり。砂まじり。

2.	 黒褐土	 クロボク質。しまりなし。
3.	 黒褐土	 地山土粒（ややなじんでい

る）まじり。
4.	 黒褐土	 3層よりも地山土粒のまじり

方が多い。
5.	 灰黄褐土	 砂まじり。粒子は細かい。

しまりなし。→流入土
6.	 暗灰土	 やや粘性あり。炭まじり。

粒子は細かい。→流入土。

1.	 黒褐土
	 クロボク質。しま

りなし。2～3mm
大の炭粒まじり。
上部に水田層の砂
がまじりこむ部分
あり。焼土粒わず
かにまじる。

2.	 暗灰褐土	 地山土粒（ややなじんでいる）まじり。砂ま
じり。

3.	 黒褐土	 1層中に地山土ブロック（なじんでいない）ま
じり。壁面（床面）の被熱は認められるがせ
まい。わずかな範囲でしかない。1,2,3層地山
土は竹の根により凹凸が多い。

極所的
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諸田南遺跡・南方地区

第8図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＫ−８,１０,１２,１４,１５,１６,１７,１８,１９（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黒褐土	 クロボク質。
3.	 暗灰褐土	 砂まじり。
4.	 黄灰褐土

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 暗灰褐土
3.	 灰黄褐土	 砂まじり。

1.	 暗灰茶土	 砂まじり。
2.	 黒褐土	 クロボク質。
3.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり。

1.	 黒褐土
2.	 暗灰褐土
3.	 灰黄褐土

1.	 黒褐土
2.	 黒褐土
3.	 暗灰褐土	 砂まじり。
4.	 灰黄褐土	 砂まじり。
5.	 暗灰褐土

1.	 黒褐土
	 クロボク質。

砂まじり。
2.	 黒褐土
3.	 暗灰褐土
	 地山土粒。
	 炭粒まじり。
4.	 灰黄褐土

1.	 黒褐土
	 クロボク質土。
2.	 暗灰褐土
	 砂まじり。
3.	 炭層
4.	 黄灰褐土

1.	 黒褐土	
クロボク質。

2.	 暗灰褐土	
砂まじり。

3.	 灰黄褐土	
砂まじり。
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諸田南遺跡・南方地区

第9図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区
ＳＫ−２０,２２,２３,２４,２５,２６,２７,２８,２９,３０,３１,３２（S＝1/６0）

ＳＫ−２０

ＳＫ−２２

ＳＫ−２４

ＳＫ−２３

ＳＫ−２５

ＳＫ−２７

ＳＫ−３０

ＳＫ−２８

ＳＫ−２６

ＳＫ−２９

ＳＫ−３１ ＳＫ−３２

13,800

13,700

13,700

13,700

13,900

13,900

13,700

13,700

13,800

13,800

1
3
,8
0
0

13,800

13,700

13,700

13,700

13,700

13,700

1
3
,7
0
0

13,800

1
3
,8
0
0

13,800

13,800

13,800

13,800
13,900

13,900

13,900

1
3
,9
0
0

1
3
,8
0
0

13,800

1
3
,7
0
0

1
3
,6
0
0

13,600

1
3
,7
0
0

1
3
,9
0
0

13,900

1
3
,8
0
0

A'

A'

A'

A'

A'

A'

A'

A'

A'

A'

A'
A'

A'

A'

A'

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A
A

A

A

A

B'

B'

B'

B
'

B
'

B
'

B'

B'

B'

B
'

B
'

B
'

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B
B

B

3

3

4

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

22

2

3

3

3

3

3

4

4

1

1
1

1

1

1

1

2

2 2

2
2

2

2

2

1

2

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黒褐土	 クロボク質。
3.	 黒褐土	 クロボク質。
4.	 炭・灰のまとまり

1.	 黒褐土	 クロボク質。炭粒まじり。
2.	 暗灰褐土	 炭粒まじり。

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黒褐土	 クロボク質。
3.	 灰黄褐土

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黒褐土	 クロボク質。しまりなし。
3.	 暗灰褐土	 砂まじり。
4.	 灰褐土	 砂まじり。

1.	 黒褐土	 クロボク質。
しまりなし。

2.	 灰褐土	 砂まじり。

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 灰黄褐土	 砂まじり。

1.	 黒褐土	 クロボク質土。
2.	 黄灰褐土

1.	 黒褐土	 クロボク質土。
2.	 暗灰褐土	 砂まじり。
3.	 灰褐土	 砂まじり。

A'A

B'B
1

1

2

2 2
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1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黒褐土	 クロボク質。1層よりも地

山土粒のまじり方が多い。
3.	 黒褐土	 クロボク質。地山土のまじ

りが少ない。
4.	 黒褐土	 クロボク質。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり。

諸田南遺跡・南方地区

第10図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区
ＳＫ−３３,３４,３６,３８,４０,４１,４２,４４,４５（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 砂まじり。
2.	 黄灰褐土
3.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黄褐土	 地山ブロック

まじり。
3.	 暗灰褐土	 砂まじり。
4.	 灰黄褐土	 砂まじり。
5.	 暗灰褐土	 砂まじり。
6.	 黄褐土

1.	 黒褐土	 クロボク質。多少まじり。
2.	 暗灰褐土	 砂まじり。
2'.	 暗灰褐土	 砂まじり。
3.	 黄灰褐土

1.	 黒褐土	 砂まじり。焼土まじり。
2.	 暗灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。
3.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり。砂まじり。
4.	 灰黄褐土	 焼土粒まじり。
5.	 地山土ブロック

1.	 黒褐土
	 クロボク質。
2.	 炭のまとまり
3.	 灰黄褐土
4.	 暗灰黄褐土
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諸田南遺跡・南方地区

第11図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＫ−４６,５０,５１,５３,５４　ＳＤ−５（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 3～5mm大の焼土粒、炭粒まじり。
2.	 地山土ブロック	 焼土まじり土まじり。砂まじり。
3.	 黒褐土	 クロボク質。
4.	 灰褐土	 地山土粒がまじる。砂まじり。
5.	 暗灰褐土

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 灰褐土	 砂が多くまじる。
3.	 黒褐土	 地山土ブロック。
4.	 黒褐土	 6層と同色調だが、地山土ブ

ロックはまじらない。
5.	 灰褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。
6.	 灰黄褐土	 地山土粒まじり。砂まじり。

｝下１層
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諸田南遺跡・南方地区

第12図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＢ−１,２（S＝1/６0）
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諸田南遺跡・南方地区

第13図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＢ−３,４（S＝1/６0）
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諸田南遺跡・南方地区

第14図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＢ−５,ＳＫ−１,２（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 クロボク質。地山土粒（2～5mm大）まじり。
2.	 黒褐土	 クロボク質土。
3.	 暗灰黄褐土	 地山土ブロックとクロボク質土ブロックまじり。
4.	 暗黄灰褐土
4'.	 黄灰褐土
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諸田南遺跡・南方地区

第15図　諸田南遺跡　南方地区　Ｄ区　ＳＥ−１（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 暗灰褐土
3.	 1層と同色調、土質も同質。
4.	 暗灰褐土	 砂まじり。全体的に地山土粒。
5.	 黒灰褐土	 砂まじり。地山土粒ブロック。
6.	 黒灰褐土	 5層よりも地山土ブロックのまじり方は多い。
7.	 灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。炭粒まじり。
8.	 黒灰褐土	 5層とほぼ同質。粒子はやや細かい。砂まじり。
9.	 黒褐土	 黄褐土ブロックまじり。
10.	 黒色粘質土	 粘性は強いが粒子は細かい。
11.	 灰茶色砂まじり土　ジャリ、人頭大レキ3～5mm大のレキまじり。

ジャリがとても多くまじる。須恵器カメ片出土。
12.	 黒茶褐色	 粒子の細かい砂。
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諸田南遺跡・南方地区

第16図　諸田南遺跡　南方地区　Ｅ区　ＳＨ−１（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 地山土ブロックまじり。
2.	 黒褐土	 地山土ブロック。
3.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。クロボク

質土ブロックまじり。
4.	 黒褐土	 ややなじんだ地山土粒まじり。ク

ロボク質土ブロック砂まじり。し
まりなし。

1.	 黒褐土	 ホクホクした土。
1'.	 黒褐土	 しまった土。
2.	 灰褐土	 粘性あり。

8.	 黄褐土	 地山土起図。
9.	 暗灰褐土	 クロボク土。
10.	 8層とほぼ同質。
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諸田南遺跡・南方地区

第17図　諸田南遺跡　南方地区　Ｅ区　ＳＫ−２,３,４,５,６,１１（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 炭がかなり
まとまって
含まれる。

2.	 灰黄褐土	 砂まじり。
地山土粒ま
じり。

3.	 灰黄褐土	 炭・焼土ま
じり。

1.	 黒褐土	 （3層がブロックとしてまじ
る）砂まじり。炭まじり。

2.	 灰黄褐土	 地山土ブロック。砂まじり。
3.	 黄灰褐土ブロック 1.	 暗灰褐土	 砂まじり。粒子は細かい。

2.	 黒灰褐土	 砂まじり。
3.	 暗灰褐土
4.	 黒褐土	 2層とほぼ同質。
5.	 暗灰褐土	 3層とほぼ同質。
6.	 灰黄褐土	 地山土ブロック。粘性あり。
7.	 黄灰褐土	 粘質土。
8.	 灰黄褐土	 粘性あり。地山土ブロックま

じり。
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諸田南遺跡・南方地区

第18図　諸田南遺跡　南方地区　Ｅ区　ＳＫ−９,１０（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 砂まじり。
2.	 暗灰褐土	 地山土まじり。
3.	 暗灰褐土	 地山土まじり。2層と同じか。
4.	 灰黄褐土	 地山土が多くまじる。
5.	 灰褐土	 砂まじり。
6.	 灰黄褐土	
7.	 灰黄褐土	 地山土まじり。
8.	 暗灰黄褐土	 炭まじり。
9.	 暗灰黄褐土	

10.	 黒褐土	 クロボク質。
11.	 灰黄褐土	 炭まじり。
12.	 黄褐土	 粘質あり。
13.	 黒褐土	 クロボク質。
13'.	13層と比べて色調がやや渋い。
14.	 黄褐土	 粘質土。
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諸田南遺跡・南方地区

第19図　諸田南遺跡　南方地区　Ｅ区　ＳＫ−１３,１４,１５（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土	 クロボク質。砂まじり。
2.	 黄灰褐土	 ややしまりのある粘質土ブロックまじ

り。
3.	 黒灰褐土	 1層と比べ地山土粒。
4.	 黒褐土	 クロボク質。地山土粒。砂まじり。
5.	 黒褐土
6.	 黒灰褐土	 砂まじり。地山土ブロックが多くまじ

る。
7.	 暗灰褐土	 地山土ブロックまじり。やや粘性あり。
8.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。砂ま

じり。

9.	 淡黄灰褐土	 クロボク土ブロックが地山土中にまじる。
10.	 黒灰褐土	 砂まじり。
11.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。
12.	 黒褐土	 クロボク質。砂まじり。
13.	 黒灰褐土	 砂まじり。
14.	 灰褐土	 砂まじり。粘性あり。
15.	 暗灰黄褐土	 砂まじり。

別土坑
埋土？

SD-5
埋土

｛
｛ 1段階目の堆積土｝
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諸田南遺跡・南方地区

第20図　諸田南遺跡　南方地区　Ｅ区　ＳＫ−１２,１６（S＝1/６0）
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1.	 茶褐土	 地山土粒（なじんでいる）まじり。砂
まじり。粒子はきめ細かい。やや粘性
ある。

2.	 黒褐土	 地山土ブロック。炭粒まじり。砂まじ
り。しまりなし。2層と4層の境（2層
床面）には炭がまとまってみられる。

3.	 灰黄褐土	 地山土粒（なじんでいる）まじり。砂
まじり。流入土。

4.	 黄褐土	 地山土起因の土。粘性あり。地山を一
度掘り下げた後すぐか。短期間のうち
に掘りかえした土を入れている。
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諸田南遺跡・南方地区

第21図　諸田南遺跡　南方地区　Ｇ区　ＳＨ−１（S＝1/６0）
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2.	 暗黄褐土
3.	 黄灰褐土	 粘性あり。
4.	 黄褐土	 粘性が強い。
5.	 黒褐土	 クロボク質。
5'.	 黒褐土	 クロボク質。
6.	 暗灰褐土	 砂まじり。
6'.	 暗灰褐土
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諸田南遺跡・南方地区

第２２図　諸田南遺跡　南方地区　Ｇ区　ＳＨ−２（S＝1/６0）
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諸田南遺跡・寺野地区

第1図　諸田南遺跡　寺野地区　ＳＨ−１,２（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 クロボク土、住居埋土。
2.	 灰茶土	 2mm大の焼土粒まじり。
2'.	 黄白色岩片まじり、基本は2層と同じ。
3.	 茶褐土	 3～5mm大の焼土粒多くまじ

る。全体的にまじり、色調が赤
茶となっている。

4.	 灰茶褐土	 やや地山に近い色調と土質。
5.	 灰褐土	 焼土粒まじり。地山土粒しまり

なし。住居埋土か。
5'.	 灰褐土	 焼土粒まじり。しまりなし。
6.	 黄褐土	 やや粘性あり。しまりあり。カ

マド本体土か。
7.	 灰茶土	 ややしまりあり。地山土か。

4、4'層と似る。

1.	 暗灰褐土
1'.	 暗灰褐土	 1層にクロボク土がまじる。
2.	 黒褐土	 クロボク質土。
3.	 暗灰褐土	 砂まじり。
4.	 灰褐土	 地山土粒まじり。砂まじり。
5.	 暗灰黄褐土	 地山土ブロックまじり。
6.	 黄灰褐土	 地山土ブロックまじり。粘性あり。
7.	 灰褐土ブロック（地山土）。

住居埋土｛

8.	 黄灰褐土	 地山土ブロック。
9.	 黄褐土	 地山土ブロック。
10.	 暗灰黄褐土	 地山土粒まじり。粘性あり。
11.	 暗灰褐土
12.	 暗灰黄褐土
13.	 暗灰褐土	 クロボク質土まじり。
14.	 暗灰褐土	 13層とほぼ同質。
15.	 暗灰黄褐土	 地山土粒、ブロックまじり。

16.	 灰黄褐土	 地山土
粒まじり。

17.	 灰褐土
18.	 灰褐土
19.	 暗灰褐土
19'.	19層とほぼ同じ。
20.	 黄褐土
21.	 黒褐土
22.	 暗灰黄褐土
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諸田南遺跡・寺野地区

第2図　諸田南遺跡　寺野地区　ＳＨ−３　ＳＫ−２
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諸田南遺跡・寺野地区

第3図　諸田南遺跡　寺野地区　ＳＫ−３,４,５（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黄灰褐土
3.	 黄褐土	 地山土のまじりが多い。
4.	 暗灰黄褐土	 砂まじり。
5.	 暗灰褐土
6.	 地山土ブロックまじり土。
7.	 黄灰褐土	 地山土粒まじり。
8.	 黒褐土	 クロボク質。

1.	 黒褐土	 クロボク質土。
2.	 暗灰褐土
2'.	 暗灰褐土
3.	 灰黄褐土	 地山土まじり。
4.	 暗灰褐土	 砂まじり。
4'.	 4層よりも色調が明るい。
5.	 灰黄褐土	 砂まじり。
6.	 黄灰褐土	 5層よりも地山土が多く

まじる。
7.	 灰茶土
7'.	 地山土粒まじり。
8.	 淡黄灰褐土	 粘性あり。

なじんでいる。
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諸田南遺跡・寺野地区

第4図　諸田南遺跡　寺野地区　ＳＫ−６,７,８,９　Ｓ−１（S＝1/６0）
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1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黄褐土	 地山土のまじりが多い。
3.	 黒褐土	 クロボク質土。
3'.	 3層と比べ色調がやや暗い。
4.	 暗灰黄褐土	 砂まじり。
5.	 黄灰褐土	 粘性あり。
6.	 暗灰黄褐土	 粘性あり。
7.	 黒褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 灰黄褐土	 地山土まじり。
3.	 黒褐土
4.	 黄褐土	 クロボク土中に地山土ブロック。

1.	 黒褐土	 クロボク質土。まじりなし。しまりなし。
2.	 灰黄褐土
3.	 黒褐土	 1層と比べて地山土（なじんでいる）のま

じりが極めてわずか。
4.	 黄褐土	 クロボク土中に地山土ブロック（なじんで

いない）が多くまじる。

4層がまず埋没→掘込後すぐに落下したものか（意図せず埋没したか）
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諸田南遺跡・寺野地区

第5図　諸田南遺跡　寺野地区　ＳＢ−１,	ＳＫ−２（S＝1/６0）
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諸田南遺跡・池の上地区

第1図　諸田南遺跡　池の上地区　Ａ区　ＳＨ−１（S＝1/６0）
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1.	 トレンチ・重干etcのカクラン土
2.	 暗灰褐土	 しまりなし。土器片まじり。
3.	 茶褐土	 粒子は細かい、やや粘性あり。
4.	 暗茶褐土	 粒子は細かい。
5.	 黒褐土	 クロボク質土。

1.	 黄灰褐土	 黄灰色岩片（被熱）が多くまじる。
2.	 灰褐土	 土器片黄灰色岩片を含む。3～5mm大の焼土粒も多く

まじる。
3.	 茶褐土	 5～8mm大の焼土粒・炭粒がとても多くまじる。
3'.	 茶褐土	
4.	 橙褐部	 燃焼部、被熱し変色・硬化している。
5.	 灰褐土	 地山土粒まじり、焼土粒、炭粒（5mm大）まじり。
6.	 灰黄褐土	 3mm大の焼土粒まじり。しまっている。
8.	 暗灰褐土	 5～3mm大の焼土粒まじり。
9.	 地山土粒とクロボク土のまじり。
10.	 暗灰褐土

5'.	 黒褐土	
6.	 黄灰褐土	 粘性あり。地山土・クロボク土のまじり。
7.	 地山土・クロボク土ブロックまじり土。
8.	 7層と同質。
9.	 7層と同質。
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諸田南遺跡・池の上地区

第2図　諸田南遺跡　池の上地区　Ａ区　ＳＨ−２　ＳＢ−１（S＝1/６0）
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1.	 茶褐土	 クロボク土。地
山土まじり。

2.	 黄茶褐土	 1層と比べ地山
土のまじりが多
い。

3.	 黒褐土	 クロボク質土。
3'.	 黒褐土	 クロボク質土。

焼土粒のまじり
がある。

4.	 黄灰褐土	 地山・クロボク
土まじり。

5.	 暗灰褐土	 地山土粒まじ
り。→別の桂穴
埋土の可能性が
高い。

6.	 暗黄褐土



159

ＳＢ−２

ＳＢ−３

14,700

14,700

14,700

1
4
,7
0
0

1
4
,7
0
0

14,700

14,700

1
4
,7
0
0

1
4
,7
0
0

A'

A'

A

A

B'

B'

B

B

諸田南遺跡・池の上地区

第3図　諸田南遺跡　池の上地区　Ａ区　ＳＢ−２,３（S＝1/６0）
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諸田南遺跡・池の上地区

第4図　諸田南遺跡　池の上地区　Ａ区　ＳＫ−２,３,４（S＝1/６0）
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諸田南遺跡・池の上地区

第5図　諸田南遺跡　池の上地区　Ｂ区　ＳＫ−６,７,９,１０,４６,４７（S＝1/６0）
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1.	 黒灰褐土
2.	 灰黄褐土	 黄褐土まじり。
3.	 黒褐土	 クロボク質。
4.	 灰褐土	 砂まじり。

1.	 黒褐色土
2.	 灰褐色土
3.	 黄褐色土
4.	 黒褐色土
5.	 灰黄褐色土
6.	 黒褐色土
7.	 黒褐色土

1.	 黒灰褐土	 地山土粒まじり。
2.	 黄灰褐土
3.	 黒褐土	 クロボク質。
4.	 灰褐土	 粘質土。

1.	 黒褐土	 クロボク質。
2.	 黒灰褐土	 クロボク質。
3.	 灰黄褐土	 まじりはない。粘性あり。
4.	 黒灰褐土	 クロボク質。
5.	 暗灰黄褐土	 3層と土質は似るものの色調がくらい。
6.	 淡灰黄褐土	
7.	 黒褐土	 クロボク質。しまりなし。
8.	 黄灰褐土	 砂まじり。粘性あり。
9.	 黄灰褐土	 8層とほぼ同質。
10.	 暗黄灰褐土	 砂まじり。粘性あり。
11.	 暗灰褐土	
12.	 暗黄灰褐土	 粘性あり。
13.	 黒褐土	 クロボク質。粘性あり。
14.	 灰褐砂まじり粘質土	 やや粘性のある砂まじり土。
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諸田南遺跡・池の上地区

第6図　諸田南遺跡　池の上地区　Ｂ区　ＳＦ−１,Ｃ区　ＳＫ−２,３　ＳＤ−１,２,６,７,８（S＝1/６0）
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1.	 灰褐粘砂土	 砂まじり。
2.	 暗灰褐粘質土	 粘性強い。
3.	 暗灰褐粘質土	 粘性あり。
4.	 灰褐粘質土	 砂などがまじる。
5.	 暗灰褐土	 粘性ややあり。
6.	 暗灰褐粘質土	 粘性あり。
7.	 灰褐粘質土	 地山土ブロック粒。砂まじ

り。土質は4層に似る。
8.	 暗灰褐土
9.	 暗灰褐土

1.	 灰茶褐土
2.	 暗灰褐土
3.	 暗灰褐粘質土	 やや粘性あり。
4.	 暗灰褐土	 黒褐土ブロック

まじり。
5.	 灰褐粘質土	 粘性あり。
6.	 灰黄褐土	 砂まじり。

1.	 灰褐粘質土	 わずかに砂まじり。
2.	 暗茶粘質土
3.	 灰褐粘質土	 粘性とてもあり。
4.	 暗茶粘質土	 2層と同質。
5.	 灰褐粘質土	 3層と本質は似るが砂のまじ

り方が多く、粘性も弱い。

1.	 黄灰褐土
2.	 黒灰褐土
3.	 黒灰褐土
4.	 黄褐土
5.	 黄茶土

1.	 暗茶土
2.	 暗茶粘質土	 1層よりも粘性がある。
3.	 茶褐土
4.	 暗灰褐土	 砂まじり。
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諸田南遺跡・市夜原地区

第1図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＫ−１,２,３,４（S＝1/６0）
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諸田南遺跡・市夜原地区

第2図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＫ−５,６,８,９,１０,１１,１２,１６,１７（S＝1/６0）
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1.	 灰茶土
2.	 黄灰褐土
3.	 灰褐粘質土	 こぶし大のレキがまじる。粘性

あり。
4.	 暗灰褐粘質土	粘性あり。地山土粒まじり。
4'.	 4層とほぼ同質・同色調であるが砂のまじりが

ややあり。
5.	 灰黄褐粘質土	地山土粒。砂まじり。
6.	 灰褐粘質土	 地山土粒。砂まじり。
6'.	 6層よりも更にしまりなし。

1.	 灰茶土	 地山土粒まじり。やや粘性あり。
2.	 灰茶褐土	 砂まじり。地山土ブロックまじり。
3.	 暗灰茶褐土	 やや粘性あり。

1.	 黄灰褐土	 地山土まじり。炭・焼土
片わずかにまじる。

2.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。やや粘
性あり。炭片まじる。

3.	 黄灰褐土	 砂まじり。1層と土質が
似る。

7.	 黒灰褐粘質土	
8.	 黒灰黄粘質土
9.	 黄褐土
10.	 黒灰褐粘質土

1.	 淡黒灰褐土
2.	 黄灰褐土

1.	 暗灰褐土
2.	 灰黄褐土
3.	 黒灰褐土
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諸田南遺跡・市夜原地区

第3図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＫ−１３,１４,１５,２０,２１,２２,２３,２６（S＝1/６0）
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1.	 黄灰茶土
2.	 灰黄褐土	 砂まじり。
3.	 暗灰褐土	 やや粘性あり。
4.	 暗灰褐土	 やや炭粒まじり。
5.	 暗灰褐土	 やや砂まじり。
6.	 灰黄褐土	 砂まじり。
7.	 暗灰褐土	 やや粘性あり。

1.	 暗灰褐土	 粘性あり。
2.	 暗灰褐土	 地山土ブロックまじり。
3.	 泡灰黄褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。
4.	 暗灰褐土	 黒褐土・地山土ブロックまじり。
5.	 黒褐土	 炭のまとまり。
6.	 暗灰褐土
7.	 灰黄褐土
8.	 暗褐色土	 弱粘質土。黄色の粒まじり。
9.	 暗黄褐色土	 ややしまりあり。
10.	 暗灰褐土	 しまりなし。

10.	 暗灰褐土	 やや粘性あり。1～3mm大
の炭焼土粒がまじる。

11.	 黄褐土	 わずかに暗灰褐土まじり。
12.	 黄灰褐土	 砂まじり。
13.	 暗灰褐土
14.	 黄褐土
15.	 灰黄褐土	 砂まじり。
16.	 暗灰褐土	 砂まじり。
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諸田南遺跡・市夜原地区

第4図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＫ−１８,２４,２５,２７,２８,２９,３０　ＳＤ−９,１０（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 黄褐砂土ブロックまじり。
2.	 暗灰褐土	 まじりなし。
3.	 灰黄褐土	 地山黄褐土ブロックまじり。

1.	 灰褐土	 粘質。
2.	 暗灰褐土	 粒子が細かい。
3.	 黄褐土	 地山土粒まじり。
4.	 灰褐土	 粘性あり。

1.	 暗灰褐土	 やや粘性あり。
2.	 黄灰褐土	 地山土ブロックま

じり。粘性あり。
3.	 暗黄灰褐土

1.	 暗灰褐色土	 焼土少含む。
2.	 暗灰褐色土	 黄色まじり。
3.	 黄灰褐色土

6.	 暗灰褐土
7.	 淡灰褐土	 やや粘性がある。
8.	 暗灰褐土	 6層と比べ地山土のまじりが多い。
9.	 淡灰褐土	 7層と同質で粘性土まじり。
10.	 灰褐土	 粘質土まじり。

4.	 灰褐土	 粘性が強い。
5.	 灰黄褐土	 粘性あり。
6.	 暗灰褐土
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諸田南遺跡・市夜原地区

第5図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＢ−１（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 やや粘性あり。
2.	 黄灰褐土	 わずかに灰褐土まじり。
3.	 灰褐土	 粘性あり。
4.	 灰黄褐土
5.	 淡灰褐土	 粘性あり。
6.	 淡茶褐土
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諸田南遺跡・市夜原地区

第6図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＢ−２,３,６,７（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 地山土粒まじり。しまりなし。柱痕。
2.	 黄褐土	 暗灰褐土まじり。やや粘性あり。しまっている。掘方埋土。
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第7図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＢ−４（S＝1/６0）

1.	 暗灰褐土	 砂まじり。しまりなし。ボソボソとしている。
2.	 灰黄褐土	 砂まじり。やや粘性ある。地山土まじり。
3.	 灰黄褐土	 1層と比べ地山土のまじりが多い。やや粘性あり。
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諸田南遺跡・市夜原地区

第8図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＢ−５（S＝1/６0）
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1.	 暗灰褐土	 ボソボソとしてしまりなし。地山土粒まじり。一括痕。
2.	 暗灰褐土	 粘性あり。しまっている。
3.	 黄灰褐土	 粘性あり。しまっている。
5.	 淡灰黄褐土	 地山土に似る。灰褐土粒まじり。しまっている。
6.	 暗灰褐色土	 黄色土粒まじり。焼土？を少し含む。
7.	 暗灰褐色土	 6番より暗い。黄色粒まじり。
8.	 黄灰褐色土	 3番の土と同じ？
2'.	 黄灰褐土	 黄色土を多く含む。

うろごめ土｝
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第9図　諸田南遺跡　市夜原地区　ＳＥ−１,２（S＝1/６0）
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1.	 灰褐色土層	 酸化鉄を含む？
2.	 暗灰色土層
3.	 灰褐色土層
4.	 暗褐色土層
5.	 暗褐色土層	 黄色土まじり。
6.	 暗褐色土層	 4・5番より暗い。

1.	 灰褐土	 粒子細かく粘性あり。
2.	 灰茶土	 粘性あり。砂まじり。
3.	 暗灰褐土	 砂まじり。地山土粒まじり。
4.	 黒褐土	 クロボク土。
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第 3 章　自然科学分析
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図1.　SK47のテフラ分析試料採取位置
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1.火山ガラス(諸田南遺跡SK47;10)

0.5mm

図版１　テフラ

2.火山ガラス(諸田南遺跡SK47;13)

3.火山ガラス(諸田南遺跡SH4;14) 4.火山ガラス(諸田南遺跡SH4;15)
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1.火山ガラス(諸田南遺跡SK47;10)

0.5mm

図版１　テフラ

2.火山ガラス(諸田南遺跡SK47;13)

3.火山ガラス(諸田南遺跡SH4;14) 4.火山ガラス(諸田南遺跡SH4;15)
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図版2　炭化材

200μm:a
200μm:b,c

3c3b3a

1a 1c1b

2a 2b 2c

1. コナラ属コナラ亜属クヌギ節(諸田南遺跡古池地区SK4;9)
2. クリ(諸田南遺跡南方地区SK1;11)
3. アワブキ属(諸田遺跡戸入道地区SH26;7)

a:木口,b:柾目,c:板目
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第 4 章　小結

戸入道地区の陥穴

　戸入道地区で陥穴が 13基調査された。特筆されるのは SK26 ～ 32で直線にほぼ等間隔で台地の落

ちる線に平行に配置される。底には杭が 6本か 9本設置され痕跡があり小石で固定されている。諸田

遺跡、諸田南遺跡では縄文時代の生活痕が少ない。陥穴が縄文時代の遺構とは断定できないが、集落

が形成される古墳時代以前にこの地は猟場であり、台地の端に動物を追い込んだことが推測される。

オンドル状遺構（L字カマド）について

　諸田南遺跡南方地区D区、G区、池の上地区 A区でオンドル状遺構（L字カマド）が調査された。

カマドはいずれも西壁面に造られる。煙道の上部は削平された状態であった。煙道は地山土に酷似し

た黄褐色でカマド付近は被熱し赤褐色の土が確認されるものもあった。諸田遺跡、諸田南遺跡で 72基

の竪穴住居跡が調査され 6基が L字カマドを有するものであった。住居からの出土遺物は田辺編年Ｔ

Ｋ 43、TK209 に比定される。諸田の水田は江戸時代に荒瀬の井関によって急速に進んだもので、古

墳時代の水掛は不便なものであったと推測される。諸田の台地上は旧石器～弥生時代の遺物や遺構は

僅かなもので、古墳時代後期に集落が出現する。オンドル状遺構の存在、鞴の羽口、コップ状須恵器

の把手などから渡来系の存在が見える。中津市に隣接する上毛町や豊前市で同時期のオンドル状遺構

を有する集落跡が調査されている。豊前市の小石原泉遺跡は諸田南遺跡と同時期に存在し注目される。

オンドル状遺構は福岡市周辺、飯塚、甘木、久留米周辺、行橋、豊前周辺でまとまりが確認できる。

諸田の台地は舌状に海岸にのびる。舌状台地の東西は、谷状の地形が内陸に入り込みこの谷を堰き止

め池を形成する。古墳時代、水利の不便なこの台地に移住して来た人々が集落を形成し始めたことが

推測される。

口縁部に圧痕のある須恵器の坏

　戸入道地区、二反田地区で検出された坏蓋の口縁外面に縄と思われる圧痕が確認された。成形から

乾燥時に縄状のものを口縁部に巻きつけた痕跡と思われる。中津市内には須恵器を焼成した野依伊藤

田窯跡群が存在する。諸田遺跡、諸田南遺跡で多くの須恵器が出土しているが、産地は不明である。

中津市内の遺跡で、口縁部に圧痕が残る蓋の類例を知らない。愛媛県埋蔵文化財センターの『紀要愛媛』

第５号で「須恵器に残る痕跡」について小笠原氏・内山氏が蓋の製作工程で圧痕が残り、圧痕が残る

蓋のピークは田辺編年ＴＫ 43～ＴＫ 209 の時期と報告されている。諸田遺跡出土の蓋の時期と一致

する。諸田遺跡出土の須恵器は搬入されたものであろうか。今回の調査では明らかにできず今後の課

題である。

斜め柱住居について

　諸田遺跡二反田地区の SH7は 4本の主柱穴で構成される。柱穴は住居壁面に掘られ外側にむかっ

て斜め方向に延びる。この住居の構造は諸田遺跡、諸田南遺跡では 1基のみである。柱穴の掘り方は
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原遺跡　（S＝1/８0）

ＳＨ	０３

ＳＸ	０1

柱が住居の上で交差、もしくは接近する構造になる。類例を探すと、中津市内に原遺跡の SH03 が周

知される。原遺跡は平成 4年度に民間工場建設に伴う発掘調査。7世紀前半の集落跡で竪穴住居 4基、

掘立柱建物 3棟などが検出されている。壁面にカマドを有しその両サイドに柱穴を掘り込む。対面の

壁にも 2箇所の柱穴を掘り込む。住居の規格もほぼ同じである。また原遺跡の SX03 の遺構の性格に

も再検討が必要であろう。報告時は墓の可能性を示唆するが、方形に掘り込まれた溝状遺構にピット

を規則的に有する。近年の調査例で大壁住居の可能性が指摘される。また原遺跡の南 1,600mには薦

神社が鎮座する。薦神社のご神体である御澄池の堤は渡来人の存在が指摘されている。原遺跡の周辺

は河川がなく、水田を営むには溜池の存在が不可欠であったろう。周辺で未報告であるが上池永矢筈

遺跡でＬ字形カマドを有する竪住居が発掘されている。斜め柱住居は近隣の自治体で調査例はなく多

くを語れないが、渡来系のものであろうか。今後の発掘調査に期待したい。
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飯蛸壺について

　諸田遺跡、諸田南遺跡の住居跡や土坑から多くの飯蛸壺が出土している。まずは古墳時代の住居跡

や土坑から出土したものをみてみる。今回注目されたのは二反田地区 SH4から 55個まとまって出土

したものと、戸入道地区 SH5から 25個まとまって出土したものである。２基の住居内床面直上で出

土している。飯蛸壺は紐状のものでつながっていた可能性が考えられるが、穿孔された胴部の穴を隣

り合う蛸壺からつなげることができなかった。また二反田地区 SH4の東側壁面で白色粘土の塊が検出

された。この白色粘土が蛸壺の素材であればSH4は蛸壺生産工房の可能性考えられる。SH4の西側半

分は戸入道地区 SF1に切られカマドの存在は不明である。また飯蛸壺が使用済みか未使用なのかの判

断はできなかった。戸入道地区 SH5も西側が削平されるがカマドは北側に持つ。ここで諸田遺跡、諸

田南遺跡で出土した古墳時代の飯蛸壺の特徴をみてみる。口径は 4.4cm～ 8.2cm、器高は 6.6cm～

10.1cmである。口縁部から 3cm程下に最大胴部径をもち底部はやや尖り気味である。胴部最大径付

近に外面から1箇所の穿孔が施される。器壁は厚く外面や口縁部に生産時についた繊維状の圧痕が残る。

諸田遺跡の東側に中須遺跡が立地する。中須遺跡は平成 2年に中学校建設にともない発掘調査が実施

され、現在未報告である。中須遺跡は 6世紀末～ 7世紀前半の集落跡で諸田遺跡、諸田南遺跡で調査

された集落と概ね同時期に存続したものと考えられる。中須遺跡出土の飯蛸壺の特徴は底部が平底で

ある。3個で数は少ないが口径 6.4㎝～ 6.5㎝、器高 7.5㎝～ 9.6cmである。器形は『U』字で胴部は

張出さない。器壁は諸田出土のものと同じで厚い。古墳時代の飯蛸壺の特徴であろう。器形の違いは、

工人の特徴がでているものと推測される。また女郎屋敷地区 SK15 は飯蛸壺の焼成坑か。土坑内に飯

蛸壺しか出土しないこと、炭化物と焼土が土坑底部で確認されること、土坑壁面が被熱で赤く硬化し

ていることから焼成土坑の可能性が指摘される。次に奈良時代の飯蛸壺をみてみる。古池地区で出土

した飯蛸壺は口径 5.6cm～ 8cm、器高 6.6cm～ 7.5cm、口縁部から 2cm～ 3㎝に最大胴部径をもつ。

また焼成坑が諸田南遺跡の古池地区で調査された。焼成坑は浅く掘り込まれ検出面から約 10cmしか

残っていなかった。また覆い焼きの部材と考えられる焼土塊が出土した。焼土塊は焼成時に燃料の植

物繊維状の圧痕がみられる。中津市内の奈良時代の蛸壺の出土例は野田遺跡、定留遺跡八反ガソウが

挙げられる。野田遺跡は中津日田道路建設に伴い大分県教育委員会が調査し、奈良時代の蛸壺焼成坑

が確認されている。定留遺跡八反ガソウ地区は中津市教育委員会が平成 13年に圃場整備に伴う発掘調

査で、蛸壺の焼成坑が調査されている。4遺跡で出土した飯蛸壺の法量をグラフに示してみた。古墳時

代の二反田、女郎、戸入道は上方で、古池、野田、定留は下方でまとまりが確認される。飯蛸の寿命

は 1年とされている。（注）夏から秋にかけての飯蛸は成育途中の小振りなもの。産卵期の冬から春は

成長したものが主体となる。冬から初春にかけて産卵前のメスの腹部には長円形の卵が一杯につまる。

飯蛸は狭い場所を好む性質があり瀬戸内海歴史民俗資料館の松岡宏一氏は季節によって蛸壺の法量を

変えた可能性を指摘している。今後、今回のグラフの結果にデータが追加され時代による法量の差を

明確にしたい。また焼成土坑から検出された炭化物の自然科学分析を行った。炭化材は焼成時の燃料

である。樹種同定からクヌギ節、クリが使用されたことが確認されたことは大きな成果であった。
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耳環について

　諸田遺跡では３点の耳環が出土している。この内、二反田地区のＳＫ 4から出土した耳環は土坑の

底から検出された。土坑は直径約 568㎝の円形の土坑である。出土遺物は少なく性格は不明であった。

平成 25年度、県営圃場整備にともなう発掘調査が古田遺跡で実施された。調査区は３つに分けられ、

この内、1区の溝状遺構の底から耳環が 1点出土した。古田遺跡の 1区で検出された遺構は、溝状遺

構と土坑のみである。古田遺跡は五十石川の左岸に位置する。川から引き込んだ水を土坑に溜め、水

を温めてから水田に水を入れたことが推測される。古田遺跡の土坑は二反田地区のＳＫ 4に酷似する。

耳環は水田祭祀に利用された可能性が指摘される。

古池地区について

　諸田南遺跡古池地区では建て替えを含め 38棟の掘立柱建物が検出された。建物は地形を意識して建

てられたものと推測される。大型の建物は庇をもち面積は 72.5㎡、同じ場所に建て直しのある建物も

確認された。掘立柱建物の傍らには、土坑が掘られ製塩土器や須恵器、土師器などの生活品が多く出

土した。また円面硯が 1点出土している。文字資料、威信財はこの 1点のみである。中津市内では下

毛郡の正倉、長者屋敷官衙遺跡が存在する。出土した大量の土器は建物群が生活の場であった証しで

ある。古池地区は舌状台地の落ち際に立地し、南方約 2.5㌔には野依・伊藤田窯跡群の存在がある。生

産された須恵器や須恵質瓦を積み荷する津の存在が推測されるが、根拠に欠ける。出土遺物も特異な

ものがある。437、434、484、500、765 等である。765 は器台であろうか。胴部に透かしがある。

類似品が香川県の下川津遺跡で出土している。下川津遺跡ではタコ壺の焼成坑や掘立柱建物群が調査

されている。海に面した立地、出遺物、遺構など古池地区で調査されたものと同じ性格の遺跡であろ
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うか。長者屋敷官衙遺跡の柱穴と比較すれば古池地区の柱穴は半分以下であるが、庇を有する建物や、

同じ場所に立て直しをおこない、直線に配置された建物群は海部を意識した権力のある集団の拠点と

考えられる。

（注）香川漁連だより第 516号　平成 15年 3月 1日
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所 収 遺 跡 名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

諸田遺跡女郎屋敷地区
諸田遺跡二反田地区
諸田遺跡戸入道地区
諸田遺跡南立地区
諸田南遺跡古池地区
諸田南遺跡南方地区
諸田南遺跡寺野地区
諸田南遺跡池の上地区
諸田南遺跡市夜原地区

集落 旧石器～　
中世

竪穴住居　　　
掘立柱建物　　
土坑　　　　

土師器
須恵器
耳環
勾玉

旧石器時代のナイフ形石器、
尖頭器
縄文時代の陥穴
弥生時代の土坑
古墳時代の集落
奈良時代の掘立柱建物群
中世の集落

要 約

女郎屋敷地区、二反田地区、戸入道地区では古墳時代後期の集落が調査された。
二反田地区のＳＨ 4から 55個、戸入道地区ＳＨ 5から 25個、飯蛸壺がまとまっ
て出土した。古池地区では古代の掘立柱建物が 38 棟や蛸壺焼成土坑などが調査
された。出土物に円面硯、製塩土器、透かしを有する土師器などがある。南方地
区ではＬ字形のカマドを有する古墳時代後期の住居跡が調査された。寺野地区で
は古墳時代の集落と時期不明の陥穴状遺構などが調査された。池の上地区では時
期不明の道路状遺構、陥穴状遺構などが調査された。市夜原地区では中世の掘立
柱建物、井戸、土坑などが調査された。
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